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研究要旨 
厚生労働省の令和元年度血液事業報告では、免疫グロブリン製剤の供給量は年々増加傾向にあり、特に

平成 28 年度（2016 年度）から平成 30 年度（2018 年度）にかけての総供給量は、4,794Kg から 5,761Kg
と約 20％の伸びとなっている。本研究では、厚生労働省レセプト情報・特定健診等情報データベース
（National DataBase：NDB）のレセプト情報を用いて、免疫グロブリン製剤の使用実態の現状把握、需要
増加の要因を明らかにし、2025 年までの免疫グロブリン製剤の必要量の将来予測を行うことを目的とし
た。また、免疫グロブリン製剤の必要量の予測値より原料血漿の必要量の将来予測を試みた。

解析対象とした NDB データは、2012 年 4 月～2019 年 3 月（7 年間）に血液製剤に関する医薬品（医
薬品コード全 448 件）を処方された患者の全レセプトとした。提供された NDB データの総データ件数は
約 293.3 億件、レセプト件数は 8.6 億件（医科レセプト 5.1 億件、DPC レセプト 0.3 億件、調剤レセプト
3.2 億件）、実患者数は約１千万人分であった。

提供された 2012～2018 年度の NDB データより解析用のデータベースを構築し、免疫グロブリン製剤
が処方されている患者とその処方本数を抽出し、1)～5)の解析を行った。

1) 国内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリン製剤の処方状況
2) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤の男女･年齢別の処方状況をもとにした将来予測
3) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤別の処方状況をもとにした将来予測
4) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤の将来予測値の比較と原料血漿の将来予測
5) 海外血漿由来 人免疫グロブリン製剤を含む製品別の処方状況

その結果は次のとおりである。
 国内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリン製剤の2012～2018年度の処方状況について、2018年

度の患者数、処方本数は、人免疫グロブリン製剤：96,571人,2,020,769本/2.5g換算、抗破傷風人免疫
グロブリン製剤：24,345人、28,702本/250IU換算、抗HBs人免疫グロブリン製剤：2,242人、10,246本
/1000単位換算、抗D(Rho)人免疫グロブリン製剤：6,402人、9,521本/1000倍換算であった。国内血
漿由来は人免疫グロブリン製剤が約95％でその他はほぼ海外血漿由来であった。処方本数の年推移
をみると人免疫グロブリン製剤は年々増加傾向にあったが、その他は減少傾向もしくは横ばいであ
った。

 国内血漿由来人免疫グロブリン製剤が処方された実患者数は2012年度108,434人、2013年度105,296
人、2014年度102,537人、2015年度97,382人、2016年度92,793人、2017年度90,801人、2018年度91,170
人あった。2012～2017年度は年々減少傾向にあったが、2017～2018年度は微増であった。
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 国内血漿由来人免疫グロブリン製剤ののべ処方本数（2.5g換算）は、2012年度1,363,389本、2013年
度1,427,844本、2014年度1,510,957本、2015年度1,577,718本、2016年度1,630,095本、2017年度
1,755,947本、2018年度1,923,307本と算出され、年々増加傾向であった。厚生労働省の令和元年度血
液事業報告の国内血漿由来人免疫グロブリン製剤の供給量は平成30年度（2018年度）5,481kg
（=2,192,400本/2.5g）と報告されており、NDB算出値1,923,307本に対して1.14倍であった。NDB算
出値が患者処方量であるのに対して、血液事業報告は販売業者や卸への供給量であり、販売業者、
卸、病院でのストック、処方時の廃棄分などの差分があると考えられた。 
 男女・年齢別みた国内血漿由来人免疫グロブリン製剤の処方状況について、2018年度のべ処方本数

1,923,307本（2.5g換算）の内訳は、男性57%女性43%、年齢別では10代未満15.1%、10代3.4%、20
代3.6%、30代5.4%、40代11.0%、50代13.2%、60代17.7%、70代18.5%、80代12.1%であり、70代、
60代、10歳未満の処方本数が多かった。2012～2018年度の7年間の推移をみると、患者数は10歳未
満が増加傾向であるが、その他の年齢は減少傾向にあり、特に60歳以降が減少していた。また、処方
本数はいずれの年代でも増加傾向であり、特に40代、50代が大きく増加していた。一人当たりの処
方本数は、いずれの年代でも増加傾向であり、特に40代～70代は倍近くに増加していた。これらの
傾向は男女とも概ね同じで大きな性差はみられなかった。 

 国内血漿由来人免疫グロブリン製剤別みた処方状況について、2018年度のべ処方本数1,923,307本
（2.5g換算）の内訳は、献血ヴェノグロブリンIH 44.5%、献血グロベニン-I 33.6%、献血ベニロン-I 
14.8%、献血ポリグロビンN 7.1%、ガンマグロブリン筋注／グロブリン筋注 0.0%、献血グロブリン
注射用 0.0%であった。2012～2018年度の7年間の推移をみると、患者数は、献血グロベニン-Iが微
増でそれ以外は減少傾向にあった。処方本数は、献血ベニロン-I が減少していたが、その他は増加
傾向であった。特に献血ヴェノグロブリンは2018年度に大きく増加しており（前年比27.3%増）、
2018年度に発売となった10%製剤が4割を占めていた。一人当たりの処方本数は、いずれも増加傾向
であり、特に献血ヴェノグロビン、献血グロベニン-Iが大きく増加していた。2012～2018年度に新
たに適用が追加された疾患は、献血ヴェノグロブリンIHは、2013年度に天疱瘡、2016年度に水疱性
類天疱瘡、ギラン・バレー症候群、2017年度に慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の運動機能低下の進
行抑制、献血グロベニン-Iは、2014年度にスティーブンス・ジョンソン症候群及び中毒性表皮壊死
症、2015年度に水疱性類天疱瘡、2016年度にギラン・バレー症候群、慢性炎症性脱髄性多発根神経
炎の運動機能低下の進行抑制があり、処方本数の増加はその影響が考えられるが、詳細にはさらな
るNDBデータの傷病名解析が必要であった。 

 2012～2018年度の国内血漿由来人免疫グロブリン製剤の男女・年齢5階級別にみた人口10万人当た
りの人免疫グロブリン製剤処方患者数、患者一人当たりの処方本数を算出し、それを線形モデルに当
てはめて、2019～2025年度の処方本数（2.5g換算）を推定した結果、2019年度1,859,375本、2020年
度1,877,512本、2021年度1,875,007本、2022年度1,854,784本、2023年度1,815,717本、2024年度
1,760,791本、2025年度1,721,008本と推定され、処方本数は緩やかに減少傾向であった。 

 2012～2018年度の国内血漿由来人免疫グロブリン製剤別（ガンマグロブリン筋注／グロブリン筋
注、献血グロブリン注射用、献血ベニロン-I、献血ヴェノグロブリンIH、献血グロベニン-I、献血ポ
リグロビンN）に男女・年齢5階級別にみた人免疫グロブリン製剤全体に占める製剤別患者数の割合、
患者一人当たりの処方本数を算出し、それを線形モデルに当てはめて、2019～2025年度までの処方
本数（2.5g換算）を推定した結果、2019年度1,886,269本、2020年度1,920,316本、2021年度1,935,212
本、2022年度1,933,786本、2023年度1,918,422本、2024年度1,891,543本、2025年度1,886,519本と
推定され、処方本数はほぼ横ばいに推移した。原料血漿必要量の推定にはこの予測値を適用するこ
ととした。 

 2019～2025年の原料血漿必要量を、原料血漿１ℓあたり免疫グロブリン製剤2.5gが２本生成できる
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ものと仮定して、2019～2025年の国内血漿由来人免疫グロブリン製剤別の予測値より推定した。血
液事業報告の免疫グロブリン製剤の供給量とNDB算出値の差分を考慮し、人免疫グロブリン製剤の
予測値をもとに推定した原料血漿必要量2020年度960,158ℓ、2022年度966,893ℓ、2025年度943,259
ℓをLow予測とし、これを1.14倍した  2018年度2,192,400ℓ、2020年度1,094,580ℓ、2022年度
1,102,258ℓ、2025年度1,075,315ℓをHigh予測とした。 

 海外血漿由来の人免疫グロブリン製剤の処方本数は、2018年度97,462本に対して国内血漿由来
1,923,307本、国内自給率95.2%と高く、その処方割合は少ないが、2013年に発売となったハイゼン
トラの処方本数、患者数が年々増加傾向にあることが明らかとなった。その適応疾患は「無又は低ガ
ンマグロブリン血症」のみであったが、2019年3月には「慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の運動機能
低下の進行抑制」が追加され、在宅自己注射の利便性より今後さらに増える可能性が考えられた。 

 
免疫グロブリン製剤は、2019 年度以降も、ハイゼントラ「慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の運動機能

低下の進行抑制」、ピリヴィジェン、献血ベニロン-I「慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の筋力低下の改善」
及び「慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の運動機能低下の進行抑制」、献血ベニロン-I「視神経炎の急性期」、
献血ヴェノグロブリン IH「抗ドナー抗体陽性腎移植における術前脱感作」が適用となり、今後も適用拡
大の可能性があるため、将来予測をアップデートする必要がある。また、さらなる実態解析のためには、
免疫グロブリン製剤が処方された要因となる疾患を特定する必要があるが、レセプトデータには医療費
請求のためのフェイクの情報が含まれている可能性があるためそれを取り除き、疾患を決定するアルゴ
リズムを検討する必要があると考えられた。 

 
本研究では、NDBデータより2012-2018年度の国内血漿由来人免疫グロブリン製剤を処方状況もとに

2019～2025年度の国内血漿由来免疫グロブリン製剤の処方本数を推定し、その推定値をもとに2019～
2025年度の原料血漿の必要量を推定した。原料血漿の推定値は、本研究班の「献血の需要と供給の将来推
計」の将来推計に使用した。「献血の需要と供給の将来推計」は厚生労働省の血液事業における献血推進
にかかる新たな中期目標「献血推進2025」の基礎資料として適用された。 

Ａ．研究目的 
厚生労働省の令和元年度血液事業報告では、免疫グ

ロブリン製剤の供給量は年々増加傾向にあり、特に平
成28年度（2016年度）から平成30年度（2018年度）
にかけての総供給量は、4,794Kgから5,761Kgと約
20％の伸びとなっている。免疫グロブリン製剤（抗
HBs人免疫グロブリン等、特殊グロブリン製剤除く）
の国内自給率は、95.1%（平成30年度）となっており、
その原料となる血漿は、国内の献血による血液により
殆ど賄われている。本研究では、厚生労働省レセプト
情報・特定健診等情報データベース（National Data 
Base：NDB）のレセプト情報を用いて、我が国の免疫
グロブリン製剤の使用実態の現状把握、需要増加の要
因を明らかにし、2025年までの免疫グロブリン製剤
の必要量の将来予測を行うことを目的とした。また、
免疫グロブリン製剤の必要量の予測値より原料血漿
の必要量の将来予測を試みた。 

 
Ｂ．研究方法 
１． 対象 

表１に NDB データの申請について示す。NDB デー
タの抽出期間は、2012 年（平成 24 年）4 月から 2019
年（平成 31 年）3 月までの 7 年間とした。抽出条件
は、医科レセプト、DPC レセプト、調剤レセプトを対
象に、血液製剤に関する医薬品（医薬品コード全 448
件：表 2）を処方された患者の全レセプトとした。
2019 年 4 月に提供申出申請を提出し、同年度 6 月の
第１回審査を経て、同年度 7 月に利用承諾を受けた。
利用承諾より半年後の 2020 年 1 月末に厚生労働省
より NDB データの提供を受けた。提供された NDB デ
ータは、総レセプト件数 8.6 億件（医科レセプト 5.1
億件、DPC レセプト 0.3 億件、調剤レセプト 3.2 億
件）、レセプト内の総データ件数 293.3 億件（医科レ
セプト 116.2 億件、DPC レセプト 71 億件、調剤レセ
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プト57.1億件）、実患者数は約１千万人分（ID1換算）
であった。（表 3） 

 
表 1 NDB データの申請 

申請日 2019 年 4 月 25 日 
審査月 2019 年 6 月（2019 年度第 1 回） 
承諾通知日 2019 年 7 月 22 日 
データ提供日 2020 年 1 月 22 日 
提供データの種類 特別抽出情報 
抽出期間 2012 年 4 月-2019 年 3 月 

（7 年間） 

レセプトの種類 医科レセプト、DPC レセプト 
調剤レセプト 

抽出条件 血液製剤に関する医薬品（医薬品
コード全 448 件：表２）を処方さ
れた患者※の全レセプト 

※ID1 もしくは ID2 で紐づく患者 
ID1=保険者番号＋被保険者番号＋性別＋生年月日 
ID2=氏名＋性別＋生年月日 
（ID1,ID2 ともハッシュ値により匿名化されている） 

 

表 2 NDB データ抽出時に用いた血液製剤に関する医薬品コード一覧 
医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名 

64 63 40 42 7 “化血研”ガンマーグロブリン 150ｍｇ  62 11 51 30 1 献血ベニロン-I 静注用 500mg10mL(溶解液付)  64 04 53 16 3 ポリエチレングリコール処理抗ＨＢｓ人免疫グロブリン千単位 5mL  

64 63 40 32 8 ガンマーF「日赤」2.5ｇ50mL(溶解液付)  64 63 40 45 8 献血ベニロン-Ｉ1ｇ20mL(溶解液付)   64 63 40 34 8 ヘ パ ト セ ー ラ 1,000 単 位 5mL 

64 63 40 32 2 ガンマーF「日赤」500ｍｇ10mL(溶解液付)   64 63 40 45 9 献血ベニロン-Ｉ2.5ｇ50mL(溶解液付)   64 63 40 34 4 ヘ パ ト セ ー ラ 200 単 位 1mL 

62 11 57 60 8 ガンマーグロブリン筋注 1500mg/10mLＫMＢ150mg   64 63 40 45 7 献血ベニロン-Ｉ500ｍｇ10mL(溶解液付)   62 11 53 50 7 ヘパトセーラ筋注 1000 単位/5mL1,000 単位  

62 11 57 61 4 ガンマーグロブリン筋注 1500mg/10mL 化血研 150mg   64 04 53 07 4 献 血 ベ ニ ロ ン -Ｉ 5ｇ (溶 解 液 付 )  62 11 53 60 6 ヘパトセーラ筋注 200 単位/1mL 

62 11 57 60 5 ガンマーグロブリン筋注 450mg/3mL「ＫMＢ」150mg  64 63 40 31 9 ベ ニ ロン 2.5ｇ 50mL(溶 解液 付)  62 11 53 50 6 ヘパトセーラ筋注 200 単位/mL1,000 単位 5mL 

62 11 57 61 3 ガンマーグロブリン筋注 450mg/3mL「化血研」150mg  62 21 92 30 2 献血ポリグロビンＮ10%静注 10g/100mL   62 11 53 60 5 ヘパトセーラ筋注 200 単位/mL1mL 

64 63 40 43 5 ガンマガード 2.5ｇ50mL(溶解液付)  62 25 23 50 1 献血ポリグロビンＮ10%静注 2.5g/25mL  64 63 40 35 2 ヘブスブリン 1,000 単位 5mL(溶解液付) 

62 00 07 25 9 ガンマガード静注用 2.5g50mL(溶解液付)  62 21 92 20 2 献血ポリグロビンＮ10%静注 5g/50mL   64 63 40 35 0 ヘブスブリン 200 単位 1mL(溶解液付)  

62 26 07 40 1 ガンマガード静注用 5g96mL(溶解液付)  62 17 58 00 2 献血ポリグロビンＮ5%静注 0.5g/10mL500mg  62 14 50 60 2 ヘブスブリン IH 静注 1000 単位 1,000 単位 5mL  

64 63 40 42 8 ガンマグロブリン-ニチヤク 150ｍｇ  62 17 58 10 2 献血ポリグロビンＮ5%静注 2.5g/50mL  62 11 59 10 4 ヘブスブリン筋注用 1000 単位 1,000 単位 5mL(溶解液付)  

62 11 57 60 2 ガンマグロブリン筋注 1500mg/10mL ニチヤク 150mg   62 17 58 20 2 献血ポリグロビンＮ5%静注 5g/100mL   62 11 59 00 4 ヘブスブリン筋注用 200 単位 1mL(溶解液付)  

62 11 57 60 1 ガンマグロブリン筋注 450mg/3mL「ニチヤク」150mg  62 21 92 30 1 日赤ポリグロビンＮ10%静注 10g/100mL   64 63 40 38 0 テ タ ガ ム Ｐ 2 5 0 国 際 単 位 

64 63 40 32 9 ガンマ・ベニンＰ2.5ｇ50mL(溶解液付)  62 21 92 20 1 日赤ポリグロビンＮ10%静注 5g/50mL   62 00 07 37 7 テタガムＰ筋注シリンジ 250250 国際単位 1mL 

64 63 40 32 3 ガンマ・ベニンＰ500ｍｇ10mL(溶解液付)   62 17 58 00 1 日赤ポリグロビンＮ5%静注 0.5g/10mL500mg  64 63 40 38 1 テ タ ノ セ ー ラ 2 5 0 国 際 単 位 

64 63 40 43 0 人免疫グロブリン「日赤」150ｍｇ  62 17 58 10 1 日赤ポリグロビンＮ5%静注 2.5g/50mL  62 11 54 20 5 テタノセーラ筋注用 250 単位 250 国際単位 

64 63 40 05 4 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン 1 5 0 m g  62 17 58 20 1 日赤ポリグロビンＮ5%静注 5g/100mL   64 63 40 38 2 テ タ ノ ブ リ ン 2 5 0 国 際 単 位 

64 04 50 01 2 グ ロ ブ リ ン - Ｗ ｆ 1 5 0 ｍ ｇ  62 00 04 16 3 日赤ポリグロビンＮ注 5％2.5ｇ50mL  64 04 41 02 2 テタノブリン-IH1,500 国際単位 6 

62 11 57 60 4 グロブリン筋注 1500mg/10mL「ＪＢ」150mg  62 00 04 16 2 日赤ポリグロビンＮ注 5％500ｍｇ10mL  64 04 41 02 1 テ タ ノ ブ リ ン -IH250 国 際 単 位 

62 11 57 61 6 グロブリン筋注 1500mg/10mL「ベネシス」150mg  62 00 04 16 4 日赤ポリグロビンＮ注 5％5ｇ100mL  62 11 61 80 3 テタノブリン IH 静注 1500 単位 1,500 国際単位 

62 11 57 61 7 グロブリン筋注 450mg/3mL「ＪＢ」150mg  64 63 40 45 0 ポ リ グ ロ ビ ン Ｎ 2 . 5 ｇ 5 0 m L  62 11 61 70 3 テタノブリン IH 静注 250 単位 250 国際単位 

62 11 57 61 5 グロブリン筋注 450mg/3mL「ベネシス」150mg  64 63 40 44 9 ポ リ グ ロ ビ ン Ｎ 500ｍ ｇ 10mL  62 11 54 20 7 テタノブリン筋注用 250 単位 250 国際単位 

62 25 34 40 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 0.5g/5mL500mg   62 22 88 00 1 ハイゼントラ 20%皮下注 1g/5mL   64 63 40 45 1 乾燥抗破傷風人免疫グロブリン 250 国際単位 

62 25 34 70 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 10g/100mL   62 22 88 10 1 ハイゼントラ 20%皮下注 2g/10mL  64 63 40 45 6 抗破傷風人免疫グロブリン 250 国際単位 

62 25 34 50 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 2.5g/25mL  62 22 88 20 1 ハイゼントラ 20%皮下注 4g/20mL  64 04 12 17 4 ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン 1500IU 

62 25 34 80 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 20g/200mL   64 04 62 05 5 ヒスタグロビン(人免疫グロブリン 12ｍｇ)(溶解液付)  64 04 12 17 3 ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン 250IU 

62 25 34 60 1 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 5g/50mL  62 15 13 70 1 ヒスタグロビン注人免疫グロブリン 12 ヒスタミン二塩酸塩 0.15  62 00 01 35 2 静注用ヘブスブリン-IH1,000 単位 5mL 

62 11 59 90 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 0.5g/10mL500mg   64 63 40 43 1 ベ リ グ ロ ビ ン Ｐ 1 5 0 ｍ ｇ  64 63 40 38 3 破傷風グロブリン-ニチヤク 250 国際単位 6 

62 22 35 60 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 10g/200mL  64 04 07 08 8 リンフォグロブリン注射液 100ｍｇ5mL  62 11 54 20 1 破傷風グロブリン筋注用 250 単位「ニチヤク」250 国際単位 

62 11 60 50 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 1g/20mL  64 63 40 51 0 乾燥抗Ｄ(Ｒｈｏ)人免疫グロブリン 1,000 倍(溶解液付)  62 25 84 00 1 ジ ー ン プ ラ バ 点 滴 静 注 625ｍ ｇ 

62 11 60 20 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 2.5g/50mL   64 63 40 37 8 抗Ｄグロブリン-ニチヤク 1,000 倍(溶解液付)  62 21 97 40 1 シ ナ ジ ス 筋 注 液 1 0 0 ｍ ｇ 

62 14 90 00 1 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 5g/100mL  62 11 54 10 1 抗Ｄグロブリン筋注用 1000 倍「ニチヤク」1,000 倍溶解液付  62 21 97 30 1 シ ナ ジ ス 筋 注 液 5 0 ｍ ｇ 

64 04 21 04 0 献血ヴェノグロブリン-IH ヨシトミ 1ｇ20mL  64 04 50 01 3 抗Ｄ人免疫グロブリン-Ｗｆ1,000 倍(溶解液付)   64 04 62 00 2 シ ナ ジ ス 筋 注 用 1 0 0 ｍ ｇ 

64 04 21 04 1 献血ヴェノグロブリン-IH ヨシトミ 2.5ｇ50mL   62 00 01 34 8 抗Ｄ人免疫グロブリン-ヨシトミ 1,000 倍(溶解液付)  64 04 62 00 1 シ ナ ジ ス 筋 注 用 5 0 ｍ ｇ 

64 04 21 04 2 献血ヴェノグロブリン-IH ヨシトミ 500ｍｇ10mL  62 11 54 10 5 抗Ｄ人免疫グロブリン筋注用 1 千倍「ＪＢ」1 千倍(溶解液付)  64 63 90 01 7 アールブリン 500ｍｇ(溶解液付) 

64 04 63 05 6 献血ヴェノグロブリン-IH ヨシトミ 5ｇ100mL   62 11 54 10 4 抗Ｄ人免疫グロブリン筋注用 1 千倍「ベネシス」1 千倍(溶解液付)  62 00 08 44 4 サイモグロブリン点滴静注用 25ｍｇ 
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64 63 40 47 9 ヴェノグロブリン-IH2.5ｇ50mL  64 63 40 26 2 乾燥抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 1,000 単位 5mL(溶解液付)   64 04 07 08 7 ゼ ッ ト ブ リ ン 注 100ｍ ｇ 5mL 

62 11 52 10 3 献血グロブリン注射用 2500mgＫMＢ2.5g50mL 溶解液付   64 63 40 26 1 乾燥抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 200 単位 1mL(溶解液付)   62 00 08 86 0 ゼットブリン点滴静注液 100ｍｇ 

62 11 52 10 1 献血グロブリン注射用 2500mg 化血研 2.5g50mL 溶解液付  64 63 40 35 1 乾燥ＨＢグロブリン-ニチヤク 1,000 単位 5mL(溶解液付)   64 63 40 34 1 サングロポール 2.5ｇ50mL(溶解液付) 

64 63 40 46 3 献血静注グロブリン“化血研”2.5ｇ50mL(溶解液付)   64 63 40 34 9 乾燥ＨＢグロブリン-ニチヤク 200 単位 1mL(溶解液付)  62 00 08 82 6 サングロポール点滴静注用 2.5g50mL(溶解液付)  

64 63 40 48 1 献血静注グロブリン“化血研”500ｍｇ10mL(溶解液付)   62 11 59 10 1 乾燥ＨＢグロブリン筋注用 1 千 U ニチヤク 1 千 U5mL(溶解液付)   64 63 40 38 6 ＰＰＳＢ-ＨＴ「ニチヤク」200 単位(溶解液付)  

62 11 53 30 1 献血グロベニン-I 静注用 2500mg2.5g50mL 溶解液付  62 11 59 00 1 乾燥ＨＢグロブリン筋注用 200 単位「ニチヤク」1mL 溶解液付  64 63 40 39 1 ＰＰＳＢ-ＨＴ「ニチヤク」500 単位(溶解液付)  

62 14 50 00 1 献血グロベニン-I 静注用 5000mg5g100mL(溶解液付)  64 63 40 34 7 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン「日赤」1,000 単位 5mL   62 11 54 30 1 ＰＰＳＢ-ＨＴ静注用 200 単位「ニチヤク」(溶解液付)  

62 11 52 90 1 献血グロベニン-I 静注用 500mg10mL(溶解液付)   64 63 40 34 3 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン「日赤」200 単位 1mL  62 11 54 50 1 ＰＰＳＢ-ＨＴ静注用 500 単位「ニチヤク」(溶解液付)  

64 63 40 46 7 献血グロベニン-Ｉ-ニチヤク 2.5ｇ50mL(溶解液付)   64 63 40 03 5 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 1,000 単位 5mL  62 25 83 90 1 アコアラン静注用 18001,800 国際単位(溶解液付) 

64 63 40 46 5 献血グロベニン-Ｉ-ニチヤク 500ｍｇ10mL(溶解液付)   64 63 40 06 5 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 200 単位 1mL   62 24 42 00 1 アコアラン静注用 600600 国際単位(溶解液付)  

64 04 53 07 3 献血グロベニン-Ｉ-ニチヤク 5ｇ100mL(溶解液付)   62 11 53 50 8 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 1 千単位/5mL「ＪＢ」1 千単位  62 00 03 43 2 アンスロビンＰ1500 注射用 1,500 単位(溶解液付) 

62 11 51 60 1 献血ベニロン-I 静注用 1000mg1g20mL(溶解液付)   62 11 53 50 4 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 1 千単位/5mL「日赤」1 千単位  64 04 21 01 9 アンスロビンＰ500 単位(溶解液付) 

62 11 51 70 1 献血ベニロン-I 静注用 2500mg2.5g50mL(溶解液付)  62 11 53 60 7 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 200 単位/1mL「ＪＢ」  62 11 59 20 6 アンスロビンＰ500 注射用 500 単位(溶解液付)  

62 14 49 90 1 献血ベニロン-I 静注用 5000mg5g100mL(溶解液付)   62 11 53 60 3 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 200 単位/1mL「日赤」  64 63 40 38 4 アンスロビンＰーベーリング 500 単位(溶解液付) 

64 63 40 37 3 クリオブリンＴＩM31,000 単位(溶解液付)  62 20 34 00 1 ノバクト M 静注用 400 単位(溶解液付)   64 63 40 49 2 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 250 単位(溶解液付) 

64 63 40 35 7 クリオブリンＴＩM3250 単位(溶解液付)  62 24 08 20 1 ノバクト M 静注用 500 単位(溶解液付)   64 63 40 49 3 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 500 単位(溶解液付) 

64 63 40 36 4 クリオブリンＴＩM3500 単位(溶解液付)  62 20 34 10 1 ノバクト M 静注用 800 単位(溶解液付)   64 63 40 49 4 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 750 単位(溶解液付) 

64 04 08 03 0 クリスマシン-M1,000 単位(溶解液付)   62 11 60 90 4 ノバクト M 注射用 10001,000 単位(溶解液付)   64 63 40 49 9 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 1,000 単位(溶解液付)  

64 04 08 03 1 クリスマシン-M400 単位(溶解液付)  62 11 60 60 2 ノバクト M 注射用 250250 単位(溶解液付)   62 20 34 20 0 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 1,600 単位(溶解液付)  

62 00 09 26 4 クリスマシン M 静注用 1000 単位 1,000 単位(溶解液付)   62 11 60 80 2 ノバクト M 注射用 500500 単位(溶解液付)   64 63 40 49 6 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 250 単位(溶解液付) 

62 00 09 26 3 クリスマシン M 静注用 400 単位(溶解液付)  62 23 67 20 1 バイクロット配合注第 7ａ因子 1.5mg 第Ｘ因子 15mg 溶解液付   64 63 40 49 7 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 400 単位(溶解液付) 

64 63 40 48 6 クロスエイト M10001,000 単位(溶解液付)  64 04 50 01 4 フィブリノゲンＨＴ-Ｗｆ1ｇ(溶解液付)  64 63 40 49 8 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 500 単位(溶解液付) 

64 63 40 48 4 クロスエイト M250250 単位(溶解液付)  62 00 01 34 9 フィブリノゲンＨＴ-ヨシトミ 1ｇ(溶解液付)  62 20 34 10 0 乾燥濃縮人血液凝固第 9 因子 800 単位(溶解液付) 

64 63 40 48 5 クロスエイト M500500 単位(溶解液付)  62 11 57 50 4 フィブリノゲンＨＴ静注用 1g「ＪＢ」(溶解液付)   62 00 01 35 1 献血ノンスロン 1500 注射用 1,500 単位(溶解液付)  

62 11 54 00 6 クロスエイト MC 静注用 1000 単位 1,000 単位(溶解液付)  62 00 09 27 4 フィブリノゲンＨＴ静注用 1g「ベネシス」(溶解液付)   62 00 01 35 0 献血ノンスロン 500 注射用 500 単位(溶解液付)  

62 24 54 90 1 クロスエイト MC 静注用 2000 単位 2,000 単位(溶解液付)  64 63 40 51 8 フィブロガミンＰ正常人血漿 4mL 中含有量の 60 倍(溶解液付)  62 24 87 10 1 照射洗浄血小板 HLA-LR「日赤」10 単位約 200mL 

62 11 53 80 8 クロスエイト MC 静注用 250 単位(溶解液付)  62 00 09 19 8 フィブロガミンＰ静注用正常人血漿 1mL 中含有量 240 倍溶解液付   62 24 87 00 1 照射洗浄血小板-LR「日赤」10 単位約 200mL 

62 11 53 90 9 クロスエイト MC 静注用 500 単位(溶解液付)  64 63 40 38 9 プロプレックスＳＴ400 単位(溶解液付)  64 04 21 05 5 照射濃厚血小板「日赤」10 単位約 200mL  

62 11 54 00 2 クロスエイト M 静注用 1000 単位 1,000 単位(溶解液付)   64 04 60 01 2 ベノビールＴＩM41,000 単位(溶解液付)   64 04 21 05 6 照射濃厚血小板「日赤」15 単位約 250mL  

62 11 53 80 5 クロスエイト M 静注用 250 単位(溶解液付)  64 63 40 39 2 ベノビールＴＩM4500 単位(溶解液付)  64 04 21 05 2 照射濃厚血小板「日赤」1 単位約 20mL 

62 11 53 90 5 クロスエイト M 静注用 500 単位(溶解液付)  64 63 40 37 7 ヘモフィル M10001,000 単位(溶解液付)   64 04 21 05 7 照射濃厚血小板「日赤」20 単位約 250mL  

64 04 31 01 5 コンコエイト-ＨＴ500 単位(溶解液付)  64 63 40 36 3 ヘモフィル M250250 単位(溶解液付)   64 04 21 05 3 照射濃厚血小板「日赤」2 単位約 40mL  

64 63 40 37 5 コンファクト F1,000 単位(溶解液付)  64 63 40 37 0 ヘモフィル M500500 単位(溶解液付)   64 04 21 05 4 照射濃厚血小板「日赤」5 単位約 100mL  

64 63 40 36 0 コンファクト F250 単位(溶解液付)  66 04 07 00 7 ベ リ プ ラ ス ト 0 . 5 m L 4 瓶  64 04 21 05 8 照射濃厚血小板 HLA「日赤」10 単位約 200mL 

64 63 40 36 7 コンファクト F500 単位(溶解液付)  66 04 07 00 8 ベ リ プ ラ ス ト 1 m L 4 瓶  64 04 21 05 9 照射濃厚血小板 HLA「日赤」15 単位約 250mL 

62 11 54 00 3 コンファクト F 注射用 10001,000 単位(溶解液付)   66 04 07 00 9 ベ リ プ ラ ス ト 3 m L 4 瓶  64 04 21 06 0 照射濃厚血小板 HLA「日赤」20 単位約 250mL 

62 11 53 80 4 コンファクト F 注射用 250250 単位(溶解液付)  66 04 07 01 0 ベ リ プ ラ ス ト 5 m L 4 瓶  62 16 02 80 1 照射濃厚血小板 HLA-LR「日赤」10 単位約 200mL 

62 11 53 90 4 コンファクト F 注射用 500500 単位(溶解液付)  66 04 70 00 7 ベリプラストＰコンビセット 0.5mL2 キット  62 16 02 90 1 照射濃厚血小板 HLA-LR「日赤」15 単位約 250mL 

66 04 43 00 9 タ コ コ ン ブ 3.0ｃ ｍ ×2.5ｃ ｍ  66 04 70 00 8 ベリプラストＰコンビセット 1mL2 キット   62 16 03 00 1 照射濃厚血小板 HLA-LR「日赤」20 単位約 250mL 

66 04 43 01 0 タ コ コ ン ブ 4.8ｃ ｍ ×4 .8ｃ ｍ  66 04 70 00 9 ベリプラストＰコンビセット 3mL2 キット   62 16 02 50 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」10 単位約 200mL 

66 04 21 11 9 タ コ コ ン ブ 9.5ｃ ｍ ×4.8ｃ ｍ  66 04 70 01 0 ベリプラストＰコンビセット 5mL2 キット   62 16 02 60 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」15 単位約 250mL 

62 13 60 90 1 ﾀｺｺﾝﾌﾞ組織接着用ｼｰﾄ 3.0cm×2.5cm  62 15 19 80 1 ベリプラストＰコンビセット組織接着用 0.5mL2 キット  62 16 02 20 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」1 単位約 20mL 

62 13 61 00 1 ﾀｺｺﾝﾌﾞ組織接着用ｼｰﾄ 4.8cm×4.8cm  62 15 19 90 1 ベリプラストＰコンビセット組織接着用 1mL2 キット   62 16 02 70 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」20 単位約 250mL 

62 12 04 10 1 ﾀｺｺﾝﾌﾞ組織接着用ｼｰﾄ 9.5cm×4.8cm  62 15 20 00 1 ベリプラストＰコンビセット組織接着用 3mL2 キット   62 16 02 30 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」2 単位約 40mL 

62 21 33 40 1 タコシール組織接着用シート 3.0ｃｍ×2.5ｃｍ   62 15 18 30 1 ベリプラストＰコンビセット組織接着用 5mL2 キット  62 16 02 40 1 照射濃厚血小板-LR「日赤」5 単位約 100mL 

62 21 33 50 1 タコシール組織接着用シート 4.8ｃｍ×4.8ｃｍ  66 79 90 00 3 ボ ル ヒ ー ル 0 . 5 m L 4 瓶  64 04 08 04 4 新 鮮 凍 結 血 漿 「 日 赤 」 160mL 

62 21 33 60 1 タコシール組織接着用シート 9.5ｃｍ×4.8ｃｍ   66 79 90 00 4 ボ ル ヒ ー ル 1 m L 4 瓶  64 04 08 04 5 新 鮮 凍 結 血 漿 「 日 赤 」 450mL 

66 27 10 00 7 テ ィ シ ー ル 0 . 5 m L 5 瓶  66 79 90 00 5 ボ ル ヒ ー ル 2 m L 4 瓶  64 04 08 04 6 新 鮮 凍 結 血 漿 「 日 赤 」 80mL 

66 27 10 00 8 テ ィ シ ー ル 1 m L 5 瓶  66 79 90 00 6 ボ ル ヒ ー ル 3 m L 4 瓶  62 21 92 10 1 新鮮凍結血漿-LR「日赤」480480mL 
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66 27 10 00 9 テ ィ シ ー ル 2 m L 5 瓶  66 79 90 00 7 ボ ル ヒ ー ル 5 m L 4 瓶  62 00 04 68 1 新鮮凍結血漿-LR「日赤」血液 200mL 相当に由来する血漿  

66 04 06 06 2 テ ィ シ ー ル 5 m L 5 瓶  62 12 03 60 1 ボルヒール組織接着用 0.5mL4 瓶   62 00 04 68 2 新鮮凍結血漿-LR「日赤」血液 400mL 相当に由来する血漿  

62 00 00 44 9 テ ィ シ ー ル - デ ュ オ 0 . 5 m L  62 12 03 70 1 ボ ル ヒー ル組 織接 着用 1mL4 瓶  62 16 10 70 1 新鮮凍結血漿-LR「日赤」成分採血 450mL 

62 00 00 45 0 テ ィ シ ー ル - デ ュ オ 1 m L  62 12 03 80 1 ボ ル ヒー ル組 織接 着用 2mL4 瓶  62 17 72 60 1 新鮮凍結血漿-LR 日赤 120 血液 200mL 相当に由来する血漿  

62 00 00 45 1 テ ィ シ ー ル - デ ュ オ 2 m L  62 12 03 90 1 ボ ル ヒー ル組 織接 着用 3mL4 瓶  62 17 72 70 1 新鮮凍結血漿-LR 日赤 240 血液 400mL 相当に由来する血漿  

62 00 00 45 2 テ ィ シ ー ル - デ ュ オ 5 m L  62 12 04 00 1 ボ ル ヒー ル組 織接 着用 5mL4 瓶  64 63 40 50 8 新 鮮 凍 結 人 血 漿 1 6 0 m L 

64 63 40 38 5 ノ イ アート 500 単位(溶解 液付 )  64 63 40 02 8 乾燥人フィブリノゲン 1g(溶解液付)  64 63 40 50 9 新 鮮 凍 結 人 血 漿 4 5 0 m L 

62 00 03 07 1 ノイアート静注用 1500 単位 1,500 単位(溶解液付)   64 63 40 50 3 乾燥人血液凝固第 9 因子複合体 1,000 単位(溶解液付)   64 63 40 50 7 新 鮮 凍 結 人 血 漿 8 0 m L 

62 11 59 20 7 ノイアート静注用 500 単位(溶解液付)  64 63 40 50 0 乾燥人血液凝固第 9 因子複合体 200 単位(溶解液付)  64 04 43 03 8 注射用アナクト C2,500 単位(溶解液付)  

64 04 08 03 2 ノバクト M1,000 単位(溶解液付)  64 63 40 50 1 乾燥人血液凝固第 9 因子複合体 400 単位(溶解液付)  64 63 40 29 5 濃厚血小板「日赤」10 単位約 200mL 

64 04 08 03 3 ノ バ ク ト M250 単 位 (溶 解 液 付 )  64 63 40 50 2 乾燥人血液凝固第 9 因子複合体 500 単位(溶解液付)  64 63 40 29 7 濃厚血小板「日赤」15 単位約 250mL 

64 04 08 03 4 ノ バ ク ト M500 単 位 (溶 解 液 付 )  64 04 53 06 0 乾燥濃縮人アンチトロンビン 31,500 単位(溶解液付)  64 63 40 29 2 濃厚血小板「日赤」1 単位約 20mL 

62 24 08 30 1 ノバクト M 静注用 1000 単位 1,000 単位(溶解液付)  64 63 40 49 1 乾燥濃縮人アンチトロンビン 3500 単位(溶解液付)   64 63 40 29 8 濃厚血小板「日赤」20 単位約 250mL 

62 20 34 20 1 ノバクト M 静注用 1600 単位 1,600 単位(溶解液付)  64 63 40 49 5 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 1,000 単位(溶解液付)   64 63 40 29 3 濃厚血小板「日赤」2 単位約 40mL 

62 24 08 40 1 ノバクト M 静注用 2000 単位 2,000 単位(溶解液付)  62 24 54 90 0 乾燥濃縮人血液凝固第 8 因子 2,000 単位(溶解液付)   64 63 40 29 4 濃厚血小板「日赤」5 単位約 100mL 

64 63 40 29 9 濃厚血小板 HLA「日赤」10 単位約 200mL  62 00 04 12 8 献血アルブミン(5％)-Ｗｆ250mL   64 04 21 05 1 照射赤血球 M・Ａ・Ｐ「日赤」血液 400mL に由来する赤血球 

64 63 40 30 0 濃厚血小板 HLA「日赤」15 単位約 250mL  62 11 57 30 2 献血アルブミン 20%静注 10g/50mL「ＪＢ」   62 17 72 00 1 照射赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  

64 63 40 30 1 濃厚血小板 HLA「日赤」20 単位約 250mL  62 11 57 40 1 献血アルブミン 20%静注 10g/50mL「ニチヤク」  62 17 72 10 1 照射赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  

62 16 09 80 1 濃厚血小板 HLA-LR「日赤」10 単位約 200mL   62 11 55 20 2 献血アルブミン 20%静注 4g/20mL「ＪＢ」   62 00 04 67 5 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球 

62 16 09 90 1 濃厚血小板 HLA-LR「日赤」15 単位約 250mL   62 11 55 50 1 献血アルブミン 20%静注 4g/20mL「ニチヤク」   62 00 04 67 6 照射赤血球濃厚液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球 

62 16 10 00 1 濃厚血小板 HLA-LR「日赤」20 単位約 250mL   64 63 40 46 9 献血アルブミン 20“化血研”20%20mL  64 04 21 07 7 照射洗浄赤血球「日赤」200mL 

62 16 09 50 1 濃厚血小板-LR「日赤」10 単位約 200mL  64 63 40 47 4 献血アルブミン 20“化血研”20%50mL  64 04 21 07 8 照射洗浄赤血球「日赤」400mL 

62 16 09 60 1 濃厚血小板-LR「日赤」15 単位約 250mL  62 11 55 30 7 献血アルブミン 20「ＫMＢ」20%20mL  62 00 04 67 7 照射洗浄赤血球-LR「日赤」200mL 

62 16 09 20 1 濃厚血小板-LR「日赤」1 単位約 20mL  62 11 55 40 7 献血アルブミン 20「ＫMＢ」20%50mL  62 00 04 67 8 照射洗浄赤血球-LR「日赤」400mL 

62 16 09 70 1 濃厚血小板-LR「日赤」20 単位約 250mL  62 00 03 72 1 献血アルブミン 20-ニチヤク 20%20mL  62 21 91 50 1 照射洗浄赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球 

62 16 09 30 1 濃厚血小板-LR「日赤」2 単位約 40mL  62 00 03 72 2 献血アルブミン 20-ニチヤク 20%50mL  62 21 91 60 1 照射洗浄赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球 

62 16 09 40 1 濃厚血小板-LR「日赤」5 単位約 100mL  62 16 45 90 1 献血アルブミン 25%静注 12.5g/50mL「ニチヤク」   64 04 21 07 9 照射白血球除去赤血球「日赤」200mL  

64 63 40 41 9 ア ル ブ ミ ナ ー 25％ 25％ 50mL  62 00 08 81 5 献血アルブミン 25%静注 12.5g/50mL「ベネシス」   64 04 21 08 0 照射白血球除去赤血球「日赤」400mL  

62 00 09 13 6 アルブミナー25%静注 12.5g/50mL  62 00 08 81 4 献血アルブミン 25%静注 5g/20mL「ベネシス」   64 63 40 18 8 人ハプトグロビン 2,000 単位 100mL 

64 04 53 00 7 ア ル ブ ミ ナ ー 5％ 5 ％ 2 5 0m L  64 63 40 47 2 献血アルブミン 25“化血研”25%50mL  64 63 40 42 3 人血清アルブミン“化血研”25％50mL  

62 00 09 13 5 アルブミナー5%静注 12.5g/250mL  62 11 56 60 7 献血アルブミン 25「ＫMＢ」25%50mL  64 63 40 04 8 人赤血球濃厚液血液 200mL に由来する赤血球 

64 63 40 41 7 アルブミン(25％)・カッター20mL  62 00 02 19 6 献血アルブミン 25-ニチヤク 25%50mL  64 63 40 22 6 人赤血球濃厚液血液 400mL に由来する赤血球  

64 63 40 42 2 アルブミン(25％)・カッター50mL  62 17 55 40 3 献血アルブミン 5%静注 12.5g/250mL「ＪＢ」  64 63 40 51 1 人 全 血 液 2 0 0 m L 献 血 由 来 

64 63 40 40 3 アルブミン(5％)・カッター250mL  62 17 55 30 1 献血アルブミン 5%静注 12.5g/250mL「ニチヤク」   64 63 40 51 2 人 全 血 液 4 0 0 m L 献 血 由 来 

64 04 21 07 2 アルブミン 25％「バクスター」50ｍＬ  62 00 08 81 3 献血アルブミン 5%静注 12.5g/250mL「ベネシス」   64 63 40 51 6 人全血液 CＰＤ「日赤」200mL 献血由来 

64 04 44 00 2 ア ル ブ ミ ン - Ｗ ｆ 2 5 ％ 5 0 m L  62 13 56 30 3 献血アルブミン 5%静注 5g/100mL「ＪＢ」   64 63 40 51 7 人全血液 CＰＤ「日赤」400mL 献血由来 

64 63 40 41 1 アルブミン-ベーリング 20％50mL  62 00 08 81 2 献血アルブミン 5%静注 5g/100mL「ベネシス」   62 00 04 74 4 人全血液-LR「日赤」血液 200mL に由来する血液量 

62 00 09 13 7 アルブミン-ベーリング 20%静注 10.0g/50mL  62 00 04 12 7 献血アルブミン 5-ニチヤク 5%250mL  62 00 04 74 5 人全血液-LR「日赤」血液 400mL に由来する血液量 

62 11 58 40 4 ハプトグロビン静注 2000 単位「ＪＢ」2,000 単位 100mL   64 04 44 01 7 献血アルブミン-Ｗｆ25％20mL  64 63 40 48 2 赤血球 M・Ａ・Ｐ「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  

62 00 09 27 0 ハプトグロビン静注 2000 単位「ベネシス」2 千単位 100mL   64 04 44 01 8 献血アルブミン-Ｗｆ25％50mL  64 63 40 48 3 赤血球 M・Ａ・Ｐ「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  

64 63 40 42 5 ハプトグロビン注-ヨシトミ 2,000 単位 100mL48809  64 63 40 47 0 献血アルブミン-ニチヤク 20％20mL  62 17 72 80 1 赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球 

64 63 40 41 8 ブ ミ ネ ー ト 2 5 ％ 2 0 m L  64 63 40 47 5 献血アルブミン-ニチヤク 20％50mL  62 17 72 90 1 赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球 

64 63 40 42 4 ブ ミ ネ ー ト 2 5 ％ 5 0 m L  64 63 40 03 7 合 成 血 「 日 赤 」 2 0 0 m L  62 00 04 68 7 赤血球濃厚液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  

64 63 40 40 1 ブ ミ ネ ー ト 5 ％ 1 0 0 m L  64 63 40 22 3 合 成 血 「 日 赤 」 4 0 0 m L  62 00 04 68 8 赤血球濃厚液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  

64 63 40 40 4 ブ ミ ネ ー ト 5 ％ 2 5 0 m L  62 00 04 66 3 合成血-LR「日赤」血液 200mL 相当に由来する血液量  62 11 57 30 1 赤十字アルブミン 20%静注 10g/50mL 

62 00 07 47 3 ブ ミ ネ ー ト 静 注 液 25%50mL  62 00 04 66 4 合成血-LR「日赤」血液 400mL 相当に由来する血液量  62 11 55 20 1 赤十字アルブミン 20%静注 4g/20mL 

62 00 07 47 2 ブ ミ ネ ー ト 静 注 液 5%250mL  62 21 91 30 1 合成血液-LR「日赤」血液 200mL に由来(血漿約 60mL)  64 04 54 01 4 赤十字アルブミン 2020％20mL 

64 63 40 39 8 プラスマネート・カッター250mL  62 21 91 40 1 合成血液-LR「日赤」血液 400mL に由来(血漿約 120mL)   64 04 54 01 5 赤十字アルブミン 2020％50mL 

64 63 40 39 9 プラズマプロテインフラクション 250mL  62 00 04 67 1 照射解凍赤血球-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球   62 14 50 20 1 赤十字アルブミン 25%静注 12.5g/50mL  
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医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名  医 薬 品 ｺｰﾄﾞ 医 薬 品 名 

62 00 07 47 6 プラズマプロティンフラクション静注液 4.4%250mL  62 00 04 67 2 照射解凍赤血球-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球   64 04 53 09 9 赤十字アルブミン 2525％50mL 

62 00 06 78 8 メ ド ウ ェ イ 注 2 5 % 5 0 m L  62 21 91 70 1 照射解凍赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  62 20 42 70 1 赤十字アルブミン 5%静注 12.5g/250mL  

62 00 06 78 7 メ ド ウ ェ イ 注 5 ％ 2 5 0 m L  62 21 91 80 1 照射解凍赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  64 63 40 24 2 洗 浄 人 赤 血 球 浮 遊 液 20 0mL 

64 63 40 28 5 解凍人赤血球濃厚液血液 200mL に由来する赤血球  64 04 21 07 3 照射解凍赤血球濃厚液「日赤」血液 200mL に由来する赤血球   64 63 40 24 3 洗 浄 人 赤 血 球 浮 遊 液 40 0m L 

64 63 40 28 6 解凍人赤血球濃厚液血液 400mL に由来する赤血球  64 04 21 07 4 照射解凍赤血球濃厚液「日赤」血液 400mL に由来する赤血球   64 63 40 31 3 洗 浄 赤 血 球 「 日 赤 」 2 0 0 m L 

62 00 04 64 7 解凍赤血球-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  64 04 21 07 5 照 射 合 成 血 「 日 赤 」 2 0 0 m L  64 63 40 31 4 洗 浄 赤 血 球 「 日 赤 」 4 0 0 m L 

62 00 04 64 8 解凍赤血球-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  64 04 21 07 6 照 射 合 成 血 「 日 赤 」 4 0 0 m L  62 00 04 69 2 洗 浄 赤 血 球 -LR「 日 赤 」 200mL 

62 21 91 10 1 解凍赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球   62 00 04 67 3 照射合成血-LR「日赤」血液 200mL 相当に由来する血液量   62 00 04 69 3 洗 浄 赤 血 球 -LR「 日 赤 」 400mL 

62 21 91 20 1 解凍赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球   62 00 04 67 4 照射合成血-LR「日赤」血液 400mL 相当に由来する血液量   62 21 90 90 1 洗浄赤血球液-LR「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  

64 63 40 30 9 解凍赤血球濃厚液「日赤」血液 200mL に由来する赤血球  62 21 91 90 1 照射合成血液-LR 日赤血液 200mL に由来(血漿約 60mL)   62 21 91 00 1 洗浄赤血球液-LR「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  

64 63 40 31 0 解凍赤血球濃厚液「日赤」血液 400mL に由来する赤血球  62 21 92 00 1 照射合成血液-LR 日赤血液 400mL に由来(血漿約 120mL)  64 63 40 24 4 白血球除去人赤血球浮遊液 200mL 

62 15 60 80 1 献血アルブミネート 4.4%静注 11g/250mL  64 04 21 06 1 照射人全血液 CＰＤ「日赤」200mL 献血由来   64 63 40 24 5 白血球除去人赤血球浮遊液 400mL 

62 11 58 70 1 献血アルブミネート 4.4%静注 4.4g/100mL  64 04 21 06 2 照射人全血液 CＰＤ「日赤」400mL 献血由来   64 63 40 31 5 白血球除去赤血球「日赤」200mL 

64 63 40 47 6 献血アルブミネート-ニチヤク 100mL   62 00 04 67 9 照射人全血液-LR「日赤」血液 200mL に由来する血液量   64 63 40 31 6 白血球除去赤血球「日赤」400mL 

62 00 00 22 7 献血アルブミネート-ニチヤク 250mL   62 00 04 68 0 照射人全血液-LR「日赤」血液 400mL に由来する血液量     

64 04 44 01 9 献血アルブミン(5％)-Ｗｆ100mL  64 04 21 05 0 照射赤血球 M・Ａ・Ｐ「日赤」血液 200mL に由来する赤血球    

 
表 3 提供された NDB データの内訳 

実患者数：10,645,221 人（ID1 換算）約１千万人 
レセプト レセプト件数 CSV ファイル数 データ件数 

医科レセプト 514,119,650 件 (5.1 億) 1,144 個 16,617,048,284 件 (166.2 億) 

DPC レセプト 31,656,689 件 (0.3 億) 1,385 個 7,102,587,811 件 (71.0 億) 

調剤レセプト 318,065,386 件 (3.2 億) 868 個 5,714,009,848 件 (57.1 億) 

総データ量 863,841,725 件 (8.6 億) 3,397 個 29,433,645,943 件 (293.3 億) 
 
２． 方法 

厚生労働省より提供を受けたNDBデータのCSVフ
ァイルを使用し、解析用データベースを構築した。
NDBでは、患者を一意に識別可能なID1（=保険者番号
＋被保険者番号＋性別＋生年月日）および、ID2（=氏
名＋性別＋生年月日）（いずれもハッシュ値により匿
名化したもの）が用意されているが、ID1は保険者の
変更、ID2は氏名の変更によって、患者の紐付けがで
きなくなる場合があり、それを回避するため、新たに
連結IDを設けた。ID1が同じ場合、同一患者のレセプ
トとして、同じ連結IDを付与した。ID1が途切れた前
後３月に同じID2を持つ異なるID1のレセプトについ
ては、保険者が変更となった同一患者のものとみな
して、同じ連結IDを付与した。この連結IDを用いて患
者毎にレセプトに記載のある免疫グロブリン製剤の
処方量を集計し、1)～5)について算出した。 

 
1) 国内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリ

ン製剤の処方状況 

2) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤の男女･
年齢別の処方状況をもとにした将来予測 

3) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤別の処
方状況をもとにした将来予測 

4) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤の将来
予測値の比較と原料血漿の将来予測 

5) 海外血漿由来 人免疫グロブリン製剤を含む
製品別の人免疫グロブリン製剤の処方状況 
 

1)～5)の具体的な算出方法を示す。 
1) 国内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリ

ン製剤の処方状況 
2012～2018年度のNDBデータより国内外・特殊

グロブリン①～④の処方患者数・処方本数を算出
した。 

① 人免疫グロブリン製剤（表4） 
② 抗破傷風人免疫グロブリン製剤（表5） 
③ 抗HBs人免疫グロブリン製剤（表6） 
④ 抗D(Rho)人免疫グロブリン製剤（表7） 
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表 4 人免疫グロブリン 解析対象の免疫グロブリン製剤 

【原料】国内：日本献血の製品(国内血漿由来) 海外：海外献血/非献血の製品 
医薬品ｺｰﾄ  ゙医 薬 品 名 原 料   医薬品ｺｰﾄ  ゙医 薬 品 名 原 料 
【人免疫グロブリン：ガンマグロブリン筋注／グロブリン筋注】    622534601 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 5g/50mL  国 内 
621157601 ガンマグロブリン筋注 450mg/3mL「ニチヤク」150mg  国 内   622534701 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 10g/100mL 国 内 
621157602 ガンマグロブリン筋注 1500mg/10mL ニチヤク 150mg 国 内   622534801 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 20g/200mL 国 内 
621157613 ガンマーグロブリン筋注 450mg/3mL「化血研」150mg  国 内   【乾燥ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリン：献血グロベニン-I】  
621157614 ガンマーグロブリン筋注 1500mg/10mL 化血研 150mg 国 内   621152901 献血グロベニン-I 静注用 500mg10mL(溶解液付) 国 内 
621157604 グロブリン筋注 1500mg/10mL「ＪＢ」150mg 国 内   621153301 献血グロベニン-I 静注用 2500mg2.5g50mL 溶解液付  国 内 
621157615 グロブリン筋注 450mg/3mL「ベネシス」150mg  国 内   621450001 献血グロベニン-I 静注用 5000mg5g100mL(溶解液付) 国 内 
621157616 グロブリン筋注 1500mg/10mL「ベネシス」150mg 国 内   【 乾 燥ｐ Ｈ ４ 処 理 人免 疫 グ ロ ブ リン ： サ ン グ ロポ ー ル】 
621157617 グロブリン筋注 450mg/3mL「ＪＢ」150mg  国 内   620008826 サングロポール点滴静注用 2.5g50mL(溶解液付) 海 外 
646340054 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン 1 5 0 m g 国 内   【ｐＨ４処理酸性人免疫グロブリン：献血ポリグロビン／ハイゼンドラ】 
646340430 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン 「 日 赤 」 150ｍ ｇ 国 内   621758001 日赤ポリグロビンＮ5%静注 0.5g/10mL500mg  国 内 
【乾燥ペプシン処理人免疫グロブリン：献血グロブリン注射用】    621758101 日赤ポリグロビン N5%静注 2.5g/50mL 国 内 
621152101 献血グロブリン注射用 2500mg 化血研 2.5g50mL 溶解液付 国 内   621758201 日赤ポリグロビン N5%静注 5g/100m 国 内 
621152103 献血グロブリン注射用 2500mgＫMＢ2.5g50mL 溶解液付  国 内   622192201 日赤ポリグロビンＮ10%静注 5g/50mL 国 内 
【 乾 燥 ス ル ホ 化 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン ： 献 血 ベ ニ ロ ン -I】   622192301 日赤ポリグロビン N10%静注 10g/100mL 国 内 
621152101 献血ベニロン-I 静注用 500mg10mL(溶解液付)  国 内   621758002 献血ポリグロビンＮ5%静注 0.5g/10mL500mg  国 内 
621152103 献血ベニロン-I 静注用 1000mg1g20mL(溶解液付) 国 内   621758102 献血ポリグロビンＮ5%静注 2.5g/50mL 国 内 
621151701 献血ベニロン-I 静注用 2500mg2.5g50mL(溶解液付)  国 内   621758202 献血ポリグロビン N5%静注 5g/100mL 国 内 
621449901 献血ベニロン-I 静注用 5000mg5g100mL(溶解液付)  国 内   622192202 献血ポリグロビンＮ10%静注 5g/50mL 国 内 
【ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリン：献血ヴェノグロブリン IH】    622192302 献血ポリグロビン N10%静注 10g/100mL 国 内 
621159901 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 0.5g/10mL500mg  国 内   622523501 献血ポリグロビンＮ10%静注 2.5g/25mL 国 内 
621160201 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 2.5g/50mL 国 内   622288001 ハ イ ゼ ン ト ラ 20%皮 下 注 1g/5mL 海 外 
621160501 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 1g/20mL 国 内   622288101 ハ イ ゼ ン ト ラ 20%皮 下 注 2g/10mL 海 外 
621490001 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 5g/100mL  国 内   622288201 ハ イ ゼ ン ト ラ 20%皮 下 注 4g/20mL 海 外 
622235601 献血ヴェノグロブリン IH5%静注 10g/200mL  国 内   【乾燥イオン交換樹脂処理人免疫グロブリン：ガンマガード】 
622534401 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 0.5g/5mL500mg  国 内   620007259 ガンマガード静注用 2.5g50mL(溶解液付) 海 外 
622534501 献血ヴェノグロブリン IH10%静注 2.5g/25mL  国 内   622607401 ガンマガード静注用 5g96mL(溶解液付) 海 外 

 
表 5 抗破傷風人免疫グロブリン 解析対象の免疫グロブリン製剤 

【原料】国内：日本献血の製品(国内血漿由来) 海外：海外献血/非献血の製品 
医 薬 品 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 医 薬 品 名 原 料  医 薬 品 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 医 薬 品 名 原 料 
【 抗 破 傷 風 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン 】  6 4 6 3 4 0 3 8 3 破傷風グロブリン-ニチヤク 250 国際単位 6 海 外 
6 2 0 0 0 7 3 7 7 テタガムＰ筋注シリンジ 250250 国際単位 1mL  海 外  【ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン】 
6 4 6 3 4 0 4 5 6 抗破傷風人免疫グロブリン 250 国際単位 海 外  6 2 1 1 6 1 7 0 3 テタノブリン IH 静注 250 単位 250 国際単位 海 外 
6 2 1 1 5 4 2 0 7 テタノブリン筋注用 250 単位 250 国際単位 海 外  6 2 1 1 6 1 8 0 3 テタノブリン IH 静注 1500 単位 1,500 国際単位 海 外 
6 2 1 1 5 4 2 0 5 テタノセーラ筋注用 250 単位 250 国際単位 海 外  6 4 0 4 1 2 1 7 3 ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン 250IU  海 外 
6 4 6 3 4 0 4 5 1 乾燥抗破傷風人免疫グロブリン 250 国際単位  海 外  6 4 0 4 1 2 1 7 4 ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン 1500IU 海 外 
6 2 1 1 5 4 2 0 1 破傷風グロブリン筋注用 250 単位「ニチヤク」250 国際単位 海 外     

 
表 6 抗 HBs 人免疫グロブリン 解析対象の免疫グロブリン製剤 

【原料】国内：日本献血の製品(国内血漿由来) 海外：海外献血/非献血の製品 
医 薬 品 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 医 薬 品 名 原 料  医 薬 品 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 医 薬 品 名 原 料 
【 抗 Ｈ Ｂ ｓ 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン 】  【 乾 燥 抗 Ｈ Ｂ ｓ 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン 】 
6 2 1 1 5 3 5 0 4 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 1 千単位/5mL「日赤」1 千単位 国 内  6 2 1 1 5 9 0 0 4 ヘブスブリン筋注用 200 単位 1mL(溶解液付) 海 外 
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医 薬 品 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 医 薬 品 名 原 料  医 薬 品 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 医 薬 品 名 原 料 
6 2 1 1 5 3 5 0 8 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 1 千単位/5mL「ＪＢ」1 千単位 国 内  6 2 1 1 5 9 1 0 4 ヘブスブリン筋注用 1000 単位 1,000 単位 5mL(溶解液付) 海 外 
6 2 1 1 5 3 6 0 3 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 200 単位/1mL「日赤」  国 内  6 2 1 1 5 9 0 0 1 乾燥ＨＢグロブリン筋注用 200 単位「ニチヤク」1mL 溶解液付 海 外 
6 2 1 1 5 3 6 0 7 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注 200 単位/1mL「ＪＢ」  国 内  6 2 1 1 5 9 1 0 1 乾燥ＨＢグロブリン筋注用 1 千 U ニチヤク 1 千 U5mL(溶解液付)  海 外 
6 4 6 3 4 0 0 3 5 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 1,000 単位 5mL  国 内  6 4 6 3 4 0 2 6 1 乾燥抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 200 単位 1mL(溶解液付)  海 外 
6 4 6 3 4 0 0 6 5 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 200 単位 1mL 国 内  6 4 6 3 4 0 2 6 2 乾燥抗ＨＢｓ人免疫グロブリン 1,000 単位 5mL(溶解液付)  海 外 
6 2 1 1 5 3 5 0 6 ヘパトセーラ筋注 200 単位/mL1,000 単位 5mL 海 外  6 4 6 3 4 0 3 5 1 乾燥ＨＢグロブリン-ニチヤク 1,000 単位 5mL(溶解液付)  海 外 
6 2 1 1 5 3 5 0 7 ヘパトセーラ筋注 1000 単位/5mL1,000 単位  海 外  【ポリエチレングリコール処理抗ＨＢｓ人免疫グロブリン】 
6 2 1 1 5 3 6 0 5 ヘパトセーラ筋注 200 単位/mL1mL 海 外  6 2 1 4 5 0 6 0 2 ヘブスブリン IH 静注 1000 単位 1,000 単位 5mL 海 外 
6 2 1 1 5 3 6 0 6 ヘ パ ト セ ー ラ 筋 注 200 単 位 /1mL 海 外  6 4 0 4 5 3 1 6 3 ポリエチレングリコール処理抗ＨＢｓ人免疫グロブリン千単位 5mL  海 外 

 
表 7 抗 D(Rho)人免疫グロブリン 解析対象の免疫グロブリン製剤 

【原料】国内：日本献血の製品(国内血漿由来) 海外：海外献血/非献血の製品 
医 薬 品 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 医 薬 品 名 原 料  医 薬 品 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 医 薬 品 名 原 料 
【 乾 燥 抗 Ｄ ( R h o ) 人 免 疫 グ ロ ブ リ ン 】  6 2 1 1 5 4 1 0 5 抗Ｄ人免疫グロブリン筋注用 1 千倍「ＪＢ」1 千倍(溶解液付)  国 内 
6 2 1 1 5 4 1 0 1 抗Ｄグロブリン筋注用 1000 倍「ニチヤク」1,000 倍溶解液付  国 内  6 4 6 3 4 0 5 1 0 乾燥抗Ｄ(Ｒｈｏ)人免疫グロブリン 1,000 倍(溶解液付)  国 内 
6 2 1 1 5 4 1 0 4 抗Ｄ人免疫グロブリン筋注用 1 千倍「ベネシス」1 千倍(溶解液付)  国 内     

 

2) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤の男女･
年齢別の処方状況をもとにした将来予測 
 

①男女・年齢別の処方状況 
2012～2018年度のNDBデータより、男女・年齢

10歳階級別に国内血漿由来人免疫グロブリン製剤
が処方された実患者数、のべ処方本数（2.5g換算）、
患者一人当たりの処方本数を算出した。 

 
②男女・年齢別の処方状況をもとにした将来予測 

2012～2018年度のNDBデータより、男女・年齢
5歳階級別に国内血漿由来人免疫グロブリン製剤
が処方されたａ:実患者数、ｂ:のべ処方本数（2.5g
換算）を算出し、それをもとにｃ:人口10万人当た
りの人免疫グロブリン製剤処方患者数、ｄ:患者一
人当たりの処方本数を求め、線形モデルに当ては
めて2019～2025年度のｅ:患者数、ｆ:処方本数を
算出した。表8に男女・年齢別の処方状況をもとに
した将来予測に使用した各パラメータの算出方法
を示す。 

 
表 8 男女・年齢別の処方状況をもとにした将来予測に
使用したパラメータの算出方法 
ａ：実患者数   ＝NDBデータ実測値 
ｂ：のべ処方本数 ＝NDBデータ実測値 
 
ｃ：人口10万人当たりの患者数（線形モデルＡ※1） 

=
ａ：実患者数

日本人口※2
× 10万人 

※1：2019～2025年度の患者数を推定するための線
形回帰式 

※2：総務省統計局の人口動態調査 確定数 
 

ｄ：患者一人当たりの処方本数（線形モデルＢ※3） 

=
ｂ：のべ処方本数

ａ：実患者数
 

※3：2019～2025年度の処方本数を推定するための
線形回帰式 

 
ｅ：将来予測 患者数 

＝ｃ：人口10万人当たりの患者数（線形モデルＡ） 
× 将来推計人口※4 

※4：国立社会保障・人口問題研究所人口中位予測 
 
ｆ：将来予測 処方本数 

＝ｄ：患者一人当たりの処方本数（線形モデルＢ） 

× ｅ：将来予測 患者数 
 

3) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤別の処
方状況をもとにした将来予測 
 

① 製剤別の処方状況 
2012～2018年度のNDBデータより、国内血漿由

来の人免疫グロブリン製剤６製剤（ガンマグロブ
リン筋注/グロブリン筋注、献血グロブリン注射用、
献血ベニロン-I、献血ヴェノグロブリンIH、献血グ
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ロベニン-I、献血ポリグロビンN）別に患者数、の
べ処方本数（2.5g換算）、患者一人当たりの処方本
数を算出した。 

 
② 製剤別の処方状況をもとにした将来予測 

2012～2018年度のNDBデータより、国内血漿由
来の人免疫グロブリン製剤６製剤別に男女・年齢5
歳階級別のｇ：製剤別 実患者数、ｈ：製剤別 のべ
処方本数（2.5g換算）を算出し、それをもとにｉ：
国内血漿由来人免疫グロブリン製剤全体に占める
製剤別患者数の割合、ｊ：患者一人当たりの処方本
数を求め、線形モデルに当てはめて2019～2025年
度のｋ：患者数、ｌ：処方本数を算出した。製剤別
の処方状況をもとにした将来予測に使用した各パ
ラメータの算出方法を表9に示す。 

 
表 9 製剤別の処方状況をもとにした将来予測に使用し
たパラメータの算出方法 
ｇ：製剤別 実患者数   ＝NDBデータ実測値 
ｈ：製剤別 のべ処方本数 ＝NDBデータ実測値 

 
ｉ：人免疫グロブリン製剤全体に占める製剤別患

者数の割合（線形モデルＣ※1） 

=
ｇ：製剤別 実患者数

ａ：実患者数（表８、人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ製剤全体）
 

※1：2019～2025年度の製剤別の患者数を推定するた
めの線形回帰式 

 
ｊ：製剤別 患者一人当たりの処方本数（線形モデル

Ｄ※2） 

=
ｈ：製剤別 のべ処方本数

ｇ：製剤別 実患者数
 

※2：2019～2025年度の製剤別の処方本数を推定する
ための線形回帰式 
 

ｋ：製剤別 将来予測 患者数  
＝ｉ：人免疫グロブリン製剤全体に占める製剤別患

者数の割合（線形モデルＣ）×ｅ：将来予測 患者数（表
８） 
 

ｌ：製剤別 将来予測処方本数 
＝ｊ：製剤別 患者一人当たりの処方本数（線形モデル

Ｄ）× ｋ：製剤別 将来予測 患者数 
 

4) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤の将来
予測値の比較と原料血漿の将来予測 

2019～2025年度の国内血漿由来人免疫グロブ
リン製剤の処方本数について、男女・年齢別の処方
状況をもとにした予測値と、製剤別の処方状況を
もとにした予測値を比較評価した。また、その処方
本数の予測値より、原料血漿１ℓあたり免疫グロブ
リン製剤2.5gが２本生成できるものとして仮定
（厚生労働省血液対策課提案の指標値）し、2012
～2025年までの原料血漿必要量を推定した。 

 
5) 海外血漿由来 人免疫グロブリン製剤を含む人

免疫グロブリン製剤の処方状況 
海外血漿由来の人免疫グロブリン３製剤（ハイ

ゼントラ、サングロポール、ガンマガード）を加え
て、国内血漿由来６製剤（ガンマグロブリン筋注／
グロブリン筋注、献血グロブリン注射用、献血ベニ
ロン-I、献血ヴェノグロブリンIH、献血グロベニン
-I、献血ポリグロビンN）と合わせた12製剤別にみ
た2012～2018年度の実患者数、処方本数（2.5g換
算）、患者一人当たりの処方本数をNDBデータより
算出した。 

 
（倫理面への配慮） 

本研究は、広島大学疫学研究倫理審査委員会の
承認を受けて行われた。（許可番号第E-1616-1号）
匿名化後既存情報の解析であることから、研究対
象者に負担やリスクは原則的に生じない。NDBのガ
イドラインを遵守し、情報漏洩等がないように十
分に注意した。 

 
Ｃ．研究結果 
 
1) 国内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリン製

剤の処方状況 
2012～2018年度のNDBデータより算出した、国

内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリン製剤
①人免疫グロブリン製剤、②抗破傷風人免疫グロ
ブリン製剤③抗HBs人免疫グロブリン製剤④抗
D(Rho)人免疫グロブリン製剤の処方状況について、
図1に実患者数、図2に処方本数を示す。 

 
①人免疫グロブリン製剤は、国内血漿由来が全体

の95%を占めており（2018年度国内需給率
95.2%）、実患者数は年々減少傾向にあるが2017
年度から2018年度は国内血漿由来の患者数は微
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増しており、海外由来と合わせるとほぼ横ばい
となっていた。一方で、処方本数は年々増加して
おり、特に2016年度から2018年度にかけては伸
び率が高くなっており、約18%の増加となって
いた。 
 

②抗破傷風人免疫グロブリン製剤は、海外血漿由
来のみとなっており、実患者数、処方本数ともに
年々減少していた。 
 

③抗HBs人免疫グロブリン製剤は、ほぼ海外血漿由
来のみとなっており（2018年度国内自給率

0.7%）、実患者数は年々減少しており、処方本
数は2017年度まではやや増加傾向にあったが
2018年度は減少していた。（Ｂ型肝炎の治療は
国の助成制度があり、医療費が公費負担となっ
た場合、ＮＤＢにレセプトが含まれないため過
少評価の可能性あり。） 
 

④抗D(Rho)人免疫グロブリン製剤は、海外血漿由
来製剤のみとなっており、実患者数、処方本数と
もに2015年度までは増加傾向にあったが、2016
年度以降は年々やや減少していた。 
 
 

 
図 1 国内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリン製剤の実患者数の推移 

41



 
図 2 国内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリン製剤の処方本数の推移 

 
2) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤の男女･年

齢別の処方状況と将来予測 
 

①男女・年齢別の処方状況 
2012～2018年度のNDBデータより、男女・年齢

10歳階級別に国内血漿由来人免疫グロブリン製剤
が処方された実患者数、のべ処方本数、患者一人当
たりの処方本数を算出した。 

男女・年齢階級別にみた実患者数（図3）は、2018
年度では、男性の方が多く(55.7%)、男女とも同様
の傾向がみられ、0～9歳(29%)が最も多かったが、
60歳以降の高齢層が全体の半数を占めていた（10
歳未満29.2%、10代2.6%、20代1.9%、30代2.8%、
40代4.7%、50代6.9%、60代12.6%、70代、18.4%、
80歳以上21.1%）。2012～2019年度の年推移をみ
ると、男女とも2012年度から2016年度は年々減少
傾向であったが、2017年度から2018年度は、男性
は微減、女性は微増していた。年齢別では男女とも
60歳以上の高齢層で年々減少傾向にあり、0～9歳
は2016年度から2018年度にかけて増加傾向、それ
以外の年齢層微減もしくはほぼ横ばいであった。 

男女・年齢階級別にみたのべ処方本数（2.5g換算）
（図4）は、2018年度では、男女とも70～79歳、60
～69歳、0～9歳の順に多かった（10歳未満15.1%、
10代3.4%、20代3.6%、30代5.4%、40代11.0%、50
代13.2%、60代17.7%、70代18.5%、80歳以上12.1%）。
2012～2019年度の年推移をみると、男女ともいず
れの年齢層においても年々増加傾向にあり、特に
50～59歳、70～79歳、0～9歳において2016年度か
ら2018年度にかけての伸び率が高くなっていた
（10歳未満24.0%、10代6.0%、20代7.5%、30代6.7%、
40代20.7%、50代31.6%、60代12.4%、70代25.0%、
80歳以上7.4%）。 

男女・年齢階級別にみた患者一人当たりの処方
本数（2.5g換算）（図5）は、2018年度では、男女
とも40～49歳が最も多く、次いで30～39歳、20～
29歳が多かった（10歳未満11、10代28、20代41、
30代42、40代49、50代40、60代30、70代21、80歳
以上12）。2012～2019年度の年推移をみると、男
女ともいずれの年齢層においても増加傾向にあり、
特に40～79歳において2016年から2018年の伸び
率が高くなっていた。 
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図 3 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 実患者数（NDB 実測値） 

 
図 4 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 のべ処方本数（NDB 実測値） 
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図 5 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 患者一人当たりの処方本数 

 
②男女・年齢別の処方状況をもとにした将来予測 

2012～2018年度のNDBデータより、男女・年齢
5歳階級別に国内血漿由来人免疫グロブリン製剤
が処方されたａ：実患者数、ｂ：のべ処方本数（2.5g
換算）を算出し、それをもとにｃ：人口10万人当
たりの人免疫グロブリン製剤処方患者数、ｄ：患者
一人当たりの処方本数を求め、線形モデルに当て
はめて2019～2025年度のｅ：将来予測 患者数、
ｆ：将来予測 処方本数を算出した。以降にａ～ｆ
の算出結果を示す。 

 
ａ：実患者数 

NDBデータより算出した2012～2018年度の
男女・年齢5歳階級別の実患者数を図6に示す。 

 
ｂ：のべ処方本数 

NDBデータより算出した2012～2018年度の
男女・年齢5歳階級別ののべ処方本数（2.5g換算）
を図7に示す。 

 
ｃ：人口10万人当たりの患者数 

ａ:実患者数と日本人口（総務省統計局の人口

動態調査確定数）より算出した男女・年齢5歳階
級別の人口10万人あたりの患者数と、それを線
形モデルにあてはめて求めた2019～2025年度
の患者数推定に用いる線形回帰式（線形モデル
Ａ）を図8に示す。 

 
ｄ：患者一人当たりの処方本数 

ａ:実患者数とｂ:のべ処方本数より算出した
男女・年齢5歳階級別の患者一人当たりの処方本
数と、それを線形モデルにあてはめて求めた
2019～2025年度の処方本数推定に用いる線形
回帰式（線形モデルＢ）を図9に示す。 

 
ｅ：将来予測 患者数 

線形回帰（線形モデルＡ）により求めたｃ:人
口10万人当たりの患者数と将来推計人口（国立
社会保障・人口問題研究所人口中位予測）より
算出した男女・年齢5歳階級別の2019～2025年
度の人免疫グロブリン製剤処方患者数を図10に
示す。 

 
ｆ：将来予測 処方本数 
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線形回帰（線形モデルＢ）により求めたｄ：患
者一人当たりの処方本数とｅ：将来予測 患者数
より算出した、男女・年齢 5 歳階級別に 2019～
2025 年度の人免疫グロブリン製剤処方本数を
図 11 に示す。 
 
以上より算出した、2012～2018年度のNDBデー

タの実測値と男女・年齢5歳階級別の処方状況をも
とに線形モデルにより推定した2019～2025年度
の予測値による国内血漿由来人免疫グロブリン製
剤の処方患者数、処方本数のまとめを図12に示す。 

男女・年齢別の処方状況をもとにした将来予測
の結果、患者数は2019年度83,944人、2020年度
79,459人、2021年度74,460人、2022年度69,325人、
2023年度63,934人、2024年度58,554人、2025年度

54,871人と推定された。また、処方本数（2.5g換算）
は、2019年度1,859,375本、2020年度1,877,512本、
2021年度1,875,007本、2022年度1,854,784本、2023
年度1,815,717本、2024年度1,760,791本、2025年度
1,721,008本と推定された。2019～2025年度の処方
本数は、緩やかに減少傾向であった。 

 
なお、男性80～84歳、85歳以上についてはNDB

データの実測値において患者数の減少が大きく、
将来予測の線形回帰式の傾きが大きいため、2025
年には患者数が0を下回る。全体の最小処方率を下
限値として補正を試みたが、患者数全体への影響
は軽微であるため、補正をせずに予測値を適用し
た。 

 

 
図 6 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 ａ:実患者数 
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図 7 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 ｂ:のべ処方本数 

 
図 8 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 ｃ:人口 10 万人あたりの患者数 
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図 9 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 ｄ:患者一人あたりの処方本数 

 
図 10 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2025 年度 男女・年齢別 ｅ:将来予測患者数 
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図 11 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2025 年度 男女・年齢別 ｆ:将来予測処方本数 

 
図 12 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2025 年度 患者数 処方本数 将来予測 まとめ 

 

48



3) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤別の処方状
況をもとにした将来予測 
① 製剤別の処方状況 
2012～2018年度のNDBデータより、国内血漿由

来の人免疫グロブリン製剤６製剤（ガンマグロブ
リン筋注/グロブリン筋注、献血グロブリン注射用、
献血ベニロン-I、献血ヴェノグロブリンIH、献血グ
ロベニン-I、献血ポリグロビンN）別に実患者数、
のべ処方本数（2.5g換算）、患者一人当たりの処方
本数を算出した。患者数は、同年度に同一患者に複
数製剤の処方がある場合、按分して計上している。 

製剤別にみた実患者数（図13）は、2018年度で
は、献血ヴェノグロブリンIH(41.8%)、献血グロベ
ニン-I(23.5%)、献血ベニロン-I(22.2%)の順に多か
った。2012～2018年度の年推移をみると、献血グ
ロベニン-Iが微増（4.6%増）でそれ以外は減少傾向
にあった（献血ヴェノグロブリンIH -12.9%、献血
ベニロン-I -36.4%、献血ポリグロビンN-6.4%）。
2015年度に献血ベニロン-Iの実患者数が大きく減
少し(前年比49.6%減)、献血グロベニン-I(前年比
28.1%増)、献血ヴェノグロブリンIH(前年比13.9%
増)が増加しており、その後の推移に影響している
と考えられた。 

製剤別にみたのべ処方本数（2.5g換算）（図14）
は、2018年度では、献血ヴェノグロブリンIH 44.5%、
献血グロベニン-I 33.6%、献血ベニロン-I 14.8%、
献血ポリグロビンN 7.1%、ガンマグロブリン筋注
／グロブリン筋注 0.0%、献血グロブリン注射用 
0.0%であった。2012～2018年度の年推移をみると、
処方本数は、献血ベニロン-I が減少（-29.7%減）
していたが、その他は増加傾向（献血ヴェノグロブ
リンIH 89.9%、献血グロベニン-I 63.5%、献血ポリ
グロビンN 22.7%）であった。患者数同様、2015年
度に献血ベニロン-Iののべ処方本数が大きく減少
し(前年比49.5%減)、献血グロベニン-I(前年比
22.7%増)、献血ヴェノグロブリンIH(前年比32.4%
増)が増加していた。また、献血ヴェノグロブリン
は特に2018年度に大きく増加しており（前年比
27.3%増）献血ヴェノグロブリンIHの2017年度と
2018年度の内訳をみると、2018年度に発売となっ

た10%製剤が4割を占めており増加の要因と考え
られた（表10）。 

 
表 10 献血ヴェノグロブリン IH 処方本数（2.5g 換算）

2017 年度と 2018 年度の比較 
製剤 2017年度 2018年度 
5%製剤 672,420本 527,446本 
10%製剤 未発売 328,264本 
合計 672,420本 855,710本 

 
製剤別にみた患者一人当たりの処方本数（図15）

は、2018年度では、献血グロベニン-I(30本)、献血
ヴェノグロブリンIH(22本)の順に多く、2012～
2018年度の年推移をみるといずれも増加傾向（献
血ヴェノグロブリンIH 10->22、献血グロベニン-I 
19->30、献血ベニロン-I 13->14、献血ポリグロビン
N 9->12）であり、特に献血ヴェノグロビン、献血
グロベニン-Iが大きく増加していた。 

表11に人免疫グロブリン製剤適応追加一覧を示
す。献血ヴェノグロブリンIHは、2013(H25)年度に
天疱瘡、2016(H28)年度に水疱性類天疱瘡、ギラ
ン・バレー症候群、2017(H29)年度に慢性炎症性脱
髄性多発根神経炎の運動機能低下の進行抑制、献
血グロベニン-Iは、2014(H26)年度にスティーブン
ス・ジョンソン症候群及び中毒性表皮壊死症、
2015(H27)年に水疱性類天疱瘡、2016(H28)年にギ
ラン・バレー症候群、慢性炎症性脱髄性多発根神経
炎の運動機能低下の進行抑制の適応が追加されて
おり、処方本数の増加にはその影響が考えられる
が、詳細にはさらなるNDBデータの傷病名解析が
必要である。 

なお、2015年度の献血ベニロン-Iの大幅な減少
は、一時的な出荷停止によるものであり、「ギラ
ン・バレー症候群」及び「チャーグ・ストラウス症
候群（アレルギ性―肉芽腫血管炎）」に対して適応
が認められている唯一の製剤であったことから、
代替品として一時的に献血ヴェノグロブリンIH、
献血グロベニン-I、献血ポリグロビンNの適応が認
められた経緯があり、処方本数の増加に影響した
と考えられた。 
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図 13 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 製剤別 実患者数 

 
図 14 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 製剤別 のべ処方本数 
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図 15 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 製剤別 患者一人当たりの処方本数 

 
表 11 人免疫グロブリン製剤適応追加一覧（2019.6.26/12.12 厚生労働省血液対策課より受領、一部添付文書より追記） 

原料 国内血漿由来 海外血漿由来 
製剤名 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛ

ﾌﾞﾘﾝ筋注
／ｸﾞﾛﾌﾞﾘ
ﾝグ筋注 

献血グロ
ブリン注

射用 

献血ベニ
ロン-I 

献血ヴェ
ノグロブ
リンIH 

献血グロ
ベニン-I 

献血ポリ
グロビン

N 

ハイゼン
トラ 

ピリヴィ
ジェン 

サングロ
ポール 

ガンマガ
ード 

一般名 人免疫ｸﾞ
ﾛﾌﾞﾘﾝ 

乾燥ﾍﾟﾌﾟ
ｼﾝ処理人
免疫ｸﾞﾛ

ﾌﾞﾘﾝ 

乾燥ｽﾙﾎ
化人免疫
ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
ｸﾞﾘｺｰﾙ処
理人免疫
ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 

乾燥ﾎﾟﾘｴ
ﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰ
ﾙ処理人
免疫ｸﾞﾛ

ﾌﾞﾘﾝ 

pH4処理酸性人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 乾燥pH4
処理人免
疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘ

ﾝ 

乾燥ｲｵﾝ
交換樹脂
処理人免
疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘ

ﾝ 
承認取得（当初取得） S31.5 S50.11.5 S54.5.22 H3.6.28 H3.7.10 H18.3.15 

(H3.8) 
H25.9.27 H31.3.26 S60.11 S61.10 

無又は低ガンマグロブリン血症 S31.5 S50.11 S54.5 H3.6 H3.7(H22.5) H3.8 H25.9 H31.3 S60.11 S61.10(H31.2) 
重症感染症における抗生物質との併用 - S50.11 S54.5 H3.6 H3.7 H3.8 - - S60.11 S61.10(H31.2) 
特発性血小板減少性紫斑病ITP 
（他剤が無効で、著明な出血傾向があり、外
科的処置又は出産等一時的止血管理を必要と
する場合） 

- - S60.4 H3.6 H3.7 H3.8 - - S60.11 - 

川崎病の急性期 
（重症であり、冠動脈障害の発生の危険があ
る場合） 

- - H2.9 H8.1(H15.7) H5.7 
H3.8 

(H5.7) 
(H15.7) 

- - - - 

慢性炎症性脱髄性多発根神経炎（多巣
性運動ﾆｭｰﾛﾊﾟﾁｰを含む）（CIDP/MMN）
の筋力低下の改善 

- - R1.8 H23.2 H11.6 - - H31.3 - - 

慢性炎症性脱髄性多発根神経炎（多巣
性運動ﾆｭｰﾛﾊﾟﾁｰを含む）（CIDP/MMN）
の運動機能低下の進行抑制 
（筋力低下の改善が認められた場合） 

- - R1.8 H30.2 H28.12 - H31.3 H31.3 - - 

天疱瘡（PV） - - - H25.8 H20.10 - - - - - 
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原料 国内血漿由来 海外血漿由来 
製剤名 ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛ

ﾌﾞﾘﾝ筋注
／ｸﾞﾛﾌﾞﾘ
ﾝグ筋注 

献血グロ
ブリン注

射用 

献血ベニ
ロン-I 

献血ヴェ
ノグロブ
リンIH 

献血グロ
ベニン-I 

献血ポリ
グロビン

N 

ハイゼン
トラ 

ピリヴィ
ジェン 

サングロ
ポール 

ガンマガ
ード 

一般名 人免疫ｸﾞ
ﾛﾌﾞﾘﾝ 

乾燥ﾍﾟﾌﾟ
ｼﾝ処理人
免疫ｸﾞﾛ

ﾌﾞﾘﾝ 

乾燥ｽﾙﾎ
化人免疫
ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
ｸﾞﾘｺｰﾙ処
理人免疫
ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 

乾燥ﾎﾟﾘｴ
ﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰ
ﾙ処理人
免疫ｸﾞﾛ

ﾌﾞﾘﾝ 

pH4処理酸性人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ 乾燥pH4
処理人免
疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘ

ﾝ 

乾燥ｲｵﾝ
交換樹脂
処理人免
疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘ

ﾝ 
承認取得（当初取得） S31.5 S50.11.5 S54.5.22 H3.6.28 H3.7.10 H18.3.15 

(H3.8) 
H25.9.27 H31.3.26 S60.11 S61.10 

（ステロイド剤の効果不十分な場合） 
スティーブンス・ジョンソン症候群及
び中毒性表皮壊死症 
（ステロイド剤の効果不十分な場合） 

- - - - H26.7 - - - - - 

水疱性類天疱瘡（BP） 
（ステロイド剤の効果不十分な場合） - - - H28.7 H27.11 - - - - - 

ギラン・バレー症候群（GBS） 
（急性増悪期で歩行困難な重症例） - - H12.12 H29.2 H28.9 - - - - - 

多発性筋炎・皮膚筋炎（PM/DM）にお
ける筋力の低下の改善） 
（ステロイド剤の効果が不十分な場合に限る） 

- - - H22.10 - - - - - - 

全身型重症筋無力症 
（ステロイド剤又はステロイド剤以外の免疫
抑制剤が十分に奏効しない場合に限る） 

- - - H23.9 - - - - - - 

血清IgG2値の低下を伴う，肺炎球菌又は
インフルエンザ菌を起炎菌とする急性中
耳炎，急性気管支炎又は肺炎の発症抑制 
（ワクチン接種による予防及び他の適切な治
療を行っても十分な効果が得られず、発症を
繰り返す場合に限る） 

- - - H27.2 R2.6 - - - - - 

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症/チャー
グ・ストラウス症候群、アレルギー性
肉芽腫性血管炎 
（ステロイド剤が効果不十分な場合に限る） 

- - H22.1 - - - - - - - 

以下のウイルス性疾患の予防及び症状の
軽減：麻疹，A型肝炎，ポリオ S31.5 - - - - - - - - - 

視神経炎の急性期 
（ステロイド剤が効果不十分な場合） - - R1.8 - - - - - - - 

抗ドナー抗体陽性腎移植における術前脱
感作 - - - R1.12 - - - - - - 

赤字：NDBデータの期間2012年度(H24)～2018年度内(H31)に適応になったもの。ピリヴィジェンNDBデータなし。 
 

② 製剤別の処方状況をもとにした将来予測 
2012～2018年度のNDBデータより、国内血漿由

来 人免疫グロブリン６製剤（ガンマグロブリン筋
注／グロブリン筋注、献血グロブリン注射用、献血
ベニロン-I、献血ヴェノグロブリンIH、献血グロベ
ニン-I、献血ポリグロビンN）別に男女・年齢5歳階
級別のｇ：製剤別 実患者数、ｈ：製剤別 のべ処方
本数（2.5g換算）を算出し、それをもとにｉ：国内
血漿由来人免疫グロブリン製剤全体に占める製剤
別患者数の割合、ｊ：患者一人当たりの処方本数を
求め、それを線形モデルに当てはめて2019～2025
年度のｋ：患者数、ｌ：処方本数を算出した。 

以降に例として献血ヴェノグロブリンIHの処方
状況と将来予測についてｈ～ｍの算出結果を示す。 

 
ｈ：製剤別 実患者数 

NDBデータより算出した2012～2018年度の
男女・年齢5歳階級別にみた献血ヴェノグロブリ
ンIHの実患者数を図16に示す。 

 
ｉ：製剤別 処方本数 

NDBデータより算出した2012～2018年度の
男女・年齢5歳階級別にみた献血ヴェノグロブリ
ンIHののべ処方本数を図17に示す。 
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ｊ：人免疫グロブリン製剤全体に占める製剤別の
患者数の割合 
ａ：実患者数（国内血漿由来 人免疫グロブリ

ン製剤全体）とｈ：製剤別 実患者数より算出し
た2012～2018年度の男女・年齢5歳階級別にみ
た献血ヴェノグロブリンIHの処方実患者数の割
合と、それを線形モデルにあてはめて求めた
2019～2025年度の患者数推定に用いる線形回
帰式（線形モデルＣ）を図18に示す。 

 
ｋ：製剤別 患者一人当たりの処方本数 

ｈ：製剤別 実患者数とｉ：製剤別 処方本数
より算出した、2012～2018年度の男女・年齢5
歳階級別にみた患者一人当たりの献血ヴェノグ
ロブリンIHの処方本数と、それを線形モデルに
あてはめて求めた2019～2025年度の患者数推
定に用いる線形回帰式（線形モデルＤ）を図19
に示す。 

 
ｌ：製剤別 将来予測 患者数  

ｉ：人免疫グロブリン製剤全体に占める製剤
別患者数の割合（線形モデルＣ）とｅ：将来予測
患者数より算出した2019～2025年度の男女・年
齢5歳階級別にみた献血ヴェノグロブリンIHの
将来予測患者数を図20に示す。 

 
ｍ：製剤別 将来予測 処方本数 

ｋ：製剤別 患者一人当たりの処方本数とｌ：
製剤別 将来予測 患者数より算出した2019～
2025年度の男女・年齢5歳階級別にみた献血ヴ
ェノグロブリンIHの将来予測処方本数を図21に
示す。 

 
ガンマグロブリン筋注／グロブリン筋注、献血

グロブリン注射用、献血ベニロン-I、献血グロベ
ニン-I、献血ポリグロビンNについても同様に製
剤別にｈ～ｍを算出した。 

 
以上により求めた、人免疫グロブリン６製剤別

の2012～2018年度のNDBデータの実測値とその
処方状況をもとに線形モデルにより推定した2019
～2025年度の予測値による国内血漿由来人免疫グ
ロブリン製剤の処方患者数、処方本数の内訳を図
22、図23に、まとめを図24に示す。 

人免疫グロブリン６製剤の製剤別の処方状況を
もとにした将来予測の結果、患者数は2019年度
83,967人、2020年度79,498人、2021年度74,512人、
2022年度69,409人、2023年度64,192人、2024年度
59,137人、2025年度55,970人と推定された。また、
処方本数（2.5g換算）は、2019年度1,886,269本、
2020年度1,920,316本、2021年度1,935,212本、2022
年度1,933,786本、2023年度1,918,422本、2024年度
1,891,543本、2025年度1,886,519本と推定された。 
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図 16 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 ｈ:製剤別 実患者数（献血ヴェノグロブリン IH の例）  

 
図 17 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 ｉ:製剤別 のべ処方本数（献血ヴェノグロブリン IH の例）  
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図 18 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 人免疫グロブリン製剤全体に占める製品別患者数の割合（献血ヴェノグロブリン IH の例）  

 
図 19 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度 男女・年齢別 患者一人当たりの処方本数（献血ヴェノグロブリン IH の例）  

55



 
図 20 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2025 年度 男女・年齢別 製剤別 患者数 将来予測（献血ヴェノグロブリン IH の例）  

 
図 21 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2025 年度 男女・年齢別 製剤別 処方本数 将来予測（献血ヴェノグロブリン IH の例）  
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図 22 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2025 年度 ６製剤別 将来予測 患者数 

 

 
図 23 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2025 年度 ６製剤別 将来予測 患者数 
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図 24 国内血漿人免疫グロブリン製剤６製剤別 2012～2025 年度 患者数 処方本数将来予測 まとめ 

 
4) 国内血漿由来 人免疫グロブリン製剤の将来予測

値の比較と原料血漿の将来予測 
 
2019～2025年度の国内血漿由来人免疫グロブ

リン製剤の処方本数について、男女・年齢別の処方
状況をもとにした予測値と製剤別の処方状況をも
とにした予測値を比較した。またその予測値より
原料血漿１ℓあたり免疫グロブリン製剤2.5gが２
本生成できるものと仮定（厚生労働省血液対策課
提案の指標値）し、2012～2025年までの原料血漿
必要量を推定した結果を図25に示す。 

2019～2025年度の国内血漿由来人免疫グロブ
リン製剤の処方本数は、男女・年齢別の処方状況を
もとにした予測値が年々減少傾向にあるのに対し
て、製剤別の処方状況をもとにした予測値はほぼ
横ばいである結果となった。処方本数の年推移の
傾向が製剤別で異なることから、原料血漿必要量
の算出には製剤別の処方状況をもとにした予測値
を採用することとした。 

免疫グロブリン製剤の処方本数より原料血漿必
要量を算出するにあたり、厚生労働省の令和元年
度血液事業報告の免疫グロブリン製剤の供給量と

NDBデータより算出した免疫グロブリン製剤の処
方本数を比較したところ、令和元年度血液事業報
告の平成30年度（2018年度）の国内血漿由来の免
疫グロブリン製剤の供給量は5,481kg（= 2,192,400
本/2.5g）となっており、NDBデータより算出した
実測値1,923,307本に対して1.14倍であった（図
26）。この差分の理由はNDBデータが患者処方量
であるのに対して、血液事業報告は販売業者や卸
に供給された供給量であり、販売業者、卸、病院で
のストック、処方時の廃棄分などが含まれている
ため多いことが考えられる。 

そのため、原料血漿必要量の将来予測では、血液
事業報告とNDB算出値の免疫グロブリン製剤の供
給量の差分を考慮し、NDBデータによる免疫グロ
ブリン製剤の将来予測値より推定した原料血漿量
必要量2020年度960,158ℓ、2022年度966,893ℓ、
2025年度943,259ℓはLow予測とし、これを1.14倍
に し た も の 2020 年 度 1,094,580 ℓ 、 2022 年 度
1,102,258ℓ、2025年度1,075,315ℓをHigh予測と
することとした（図26）。 
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図 25 免疫グロブリン製剤の処方状況をもとにした処方本数将来予測値の比較・原料血漿必要量の将来予測 

 
図 26 令和元年度血液事業報告 免疫グロブリン製剤供給量と NDB 算出値の比較 
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5) 海外血漿由来 人免疫グロブリン製剤を含む製品
別の処方状況 
海外血漿由来の人免疫グロブリン３製剤（ハイ

ゼントラ、サングロポール、ガンマガード）を加え
て、国内血漿由来６製剤（ガンマグロブリン筋注／
グロブリン筋注、献血グロブリン注射用、献血ベニ
ロン-I、献血ヴェノグロブリンIH、献血グロベニン
-I、献血ポリグロビンN）と合わせた12製剤別の
2012～2018年度の患者数を図27、処方本数を図28、
一人当たりの処方本数を図29に示す。 

患者数は、同年度に同一患者に複数製剤の処方
がある場合は、按分して計上している。 

国内血漿由来の人免疫グロブリン製剤６製剤は
図13, 図14, 図15の再掲である（患者数は、海外血
漿由来を加えた按分により端数が異なる場合あ

り）。海外血漿由来の人免疫グロブリン製剤の処方
本数（2.5g換算）は、2018年度合計97,462本に対し
て国内血漿由来1,923,307本、国内自給率は95.2%
と高く、その処方割合は少ない。サングロポール、
ガンマガードの患者数、処方本数が年々減少傾向
にある一方で、2013年に発売となったハイゼント
ラは年々増加傾向にあり、一人当たりの処方本数
は、国内血漿由来の製剤を含む他の製剤よりも突
出して多かった。ハイゼントラの適応疾患は「無又
は低ガンマグロブリン血症」のみであったが、2019
年3月には「慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の運動
機能低下の進行抑制」が追加され（表11）、在宅自
己注射の利便性より今後さらに増える可能性が考
えられた。 

 

 
図 27 国内・海外血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度免疫グロブリン製剤別 実患者数 
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図 28 国内・海外血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度免疫グロブリン製剤別 のべ処方数 

 
図 29 国内・海外血漿由来 人免疫グロブリン製剤 2012～2018 年度免疫グロブリン製剤別 患者一人当たりの処方本数  
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Ｄ．考察 
 

本研究では、2012～2018年度のNDBデータ（総デ
ータ件数は約293.3億件、レセプト件数は8.6億件）よ
り、レセプト情報を解析し、免疫グロブリン製剤の使
用実態を明らかにし、2012～2018年度の人免疫グロ
ブリン製剤の処方状況より線形モデルを使用して、
2019～2025年度までの免疫グロブリン製剤の将来予
測を行った。また、免疫グロブリン製剤の将来予測値
より原料血漿の必要量の将来予測を試みた。 

 
その結果、以下のことが明らかになった。 

1. 国内外・特殊グロブリンを含む免疫グロブリン
製剤の2012～2018年度の処方状況について、
2018年度の患者数、処方本数は、人免疫グロブ
リン製剤：96,571人,2,020,769本/2.5g換算、抗破
傷風人免疫グロブリン製剤：24,345人、28,702本
/250IU換算、抗HBs人免疫グロブリン製剤：2,242
人、10,246本/1000単位換算、抗D(Rho)人免疫グ
ロブリン製剤：6,402人、9,521本/1000倍換算で
あった。国内血漿由来は人免疫グロブリン製剤
が約95％でその他はほぼ海外血漿由来であった。
処方本数の年推移をみると人免疫グロブリン製
剤は年々増加傾向にあったが、その他は減少傾
向もしくは横ばいであった。 

2. 国内血漿由来人免疫グロブリン製剤が処方され
た実患者数は2012年度108,434人、2013年度
105,296 人 、 2014 年 度 102,537 人 、 2015 年 度
97,382人、2016年度92,793人、2017年度90,801
人、2018年度91,170人あった。2012年度から
2017年度は年々減少傾向にあったが、2017年度
から2018年度は微増であった。 

3. 国内血漿由来人免疫グロブリン製剤ののべ処方
本数（2.5g換算）は、2012年度1,363,389本、2013
年度1,427,844本、2014年度1,510,957本、2015年
度1,577,718本、2016年度1,630,095本、2017年度
1,755,947本、2018年度1,923,307本と算出され、
年々増加傾向であった。厚生労働省の令和元年
度血液事業報告の国内血漿由来人免疫グロブリ
ン製剤の供給量は平成30年度（2018年度）
5,481kg（=2,192,400本/2.5g）と報告されており、
NDB算出値1,923,307本に対して1.14倍であった。
NDB算出値が患者処方量であるのに対して、血

液事業報告は販売業者や卸への供給量であり、
販売業者、卸、病院でのストック、処方時の廃棄
分などの差分があると考えられた。 

4. 男女・年齢別みた国内血漿由来人免疫グロブリ
ン製剤の処方状況について、2018年度のべ処方
本数1,923,307本（2.5g換算）の内訳は、男性57%
女性 43% 、年齢別では 10 代未満 15.1%,10 代
3.4%,20 代 3.6%,30 代 5.4%,40 代 11.0%,50 代
13.2%,60代17.7%,70代18.5%,80代12.1%であり、
70代、60代、10歳未満の処方本数が多かった。
2012～2018年度の7年間の推移をみると、患者
数は10歳未満が増加傾向（14%増）であるが、そ
の他の年齢は減少傾向（10代-3%,20代-15%,30代
-21%,40 代 -1%,50 代 -12%,60 代 -28%,70 代 -
24%,80歳以上-32%）で、特に60歳以降が減少し
ていた。また、処方本数はいずれの年代でも増加
傾向（10歳未満31%,10代19%,20代35%,30代
20%,40代94%,50代64%,60代40%,70代49%,80
歳以上14%）であり、特に40代、50代が大きく増
加していた。一人当たりの処方本数は、いずれの
年代でも増加傾向（10歳以下10->11,10代23-
>28,20 代 25->41,30 代 28->42,40 代 25->49,50 代
22->40,60代15->30,70代11->21,80歳以上7->12）
であり、特に40代～70代は倍近くに増加してい
た。これらの傾向は男女とも概ね同じで大きな
性差はみられなかった。 

5. 国内血漿由来人免疫グロブリン製剤別みた処方
状況について、2018年度のべ処方本数1,923,307
本（2.5g換算）の内訳は、献血ヴェノグロブリン
IH 44.5%、献血グロベニン-I 33.6%、献血ベニロ
ン-I 14.8%、献血ポリグロビンN 7.1%、ガンマグ
ロブリン筋注／グロブリン筋注 0.0%、献血グ
ロブリン注射用 0.0%であった。2012～2018年
度の7年間の推移をみると、患者数は、献血グロ
ベニン-Iが微増（4.6%増）でそれ以外は減少傾向
にあった（献血ヴェノグロブリンIH -12.9%、献
血ベニロン-I -36.4%、献血ポリグロビンN-6.4%）。
処方本数は、献血ベニロン-I が減少（-29.7%減）
していたが、その他は増加傾向（献血ヴェノグロ
ブリンIH 89.9%、献血グロベニン-I 63.5%、献血
ポリグロビンN 22.7%）であった。特に献血ヴェ
ノグロブリンは2018年度に大きく増加してお
り（前年比27.3%増）、2018年度に発売となった
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10%製剤が4割を占めていた。一人当たりの処方
本数は、いずれも増加傾向（献血ヴェノグロブリ
ンIH 10->22、献血グロベニン-I 19->30、献血ベ
ニロン-I 13->14、献血ポリグロビンN 9->12）で
あり、特に献血ヴェノグロビン、献血グロベニン
-Iが大きく増加していた。2012～2018年度に新
たに適用が追加された疾患は、献血ヴェノグロ
ブ リ ン IH は 、 2013(H25) 年 度 に 天 疱 瘡 、
2016(H28)年度に水疱性類天疱瘡、ギラン・バレ
ー症候群、2017(H29)年度に慢性炎症性脱髄性多
発根神経炎の運動機能低下の進行抑制、献血グ
ロベニン-Iは、2014(H26)年度にスティーブン
ス・ジョンソン症候群及び中毒性表皮壊死症、
2015(H27)年に水疱性類天疱瘡、2016(H28)年に
ギラン・バレー症候群、慢性炎症性脱髄性多発根
神経炎の運動機能低下の進行抑制があり、処方
本数の増加にはその影響が考えられるが、詳細
にはさらなるNDBデータの傷病名解析が必要で
ある。１つのレセプトには複数の傷病名が記載
されており、医療費請求のためのフェイクの情
報が含まれている可能性がある。それを取り除
き、免疫グロブリンが処方された真の疾患を決
定するアルゴリズムを検討する必要がある。 

6. 2012～2018年度の国内血漿由来人免疫グロブ
リン製剤より男女・年齢5階級別にみた人口10万
人当たりの人免疫グロブリン製剤処方患者数、
患者一人当たりの処方本数を算出し、それを線
形モデルに当てはめて、2019～2025年度までの
処方本数（2.5g換算）を推定した結果、2019年度
1,859,375本、2020年度1,877,512本、2021年度
1,875,007本、2022年度1,854,784本、2023年度
1,815,717本、2024年度1,760,791本、2025年度
1,721,008本と推定された。2019～2025年度の国
内血漿由来人免疫グロブリン製剤の処方本数は、
緩やかに減少傾向であると推定された。 

7. 2012～2018年度の国内血漿由来人免疫グロブ
リン製剤別（ガンマグロブリン筋注／グロブリ
ン筋注、献血グロブリン注射用、献血ベニロン-
I、献血ヴェノグロブリンIH、献血グロベニン-I、
献血ポリグロビンN）に男女・年齢5階級別みた
人免疫グロブリン製剤全体に占める製剤別患者
数の割合、患者一人当たりの処方本数を算出し、
それを線形モデルに当てはめて、2019～2025年

度までの処方本数（2.5g換算）を推定した結果、
2019年度1,886,269本、2020年度1,920,316本、
2021年度1,935,212本、2022年度1,933,786本、
2023年度1,918,422本、2024年度1,891,543本、
2025年度1,886,519本と推定された。2019～
2025年度の国内血漿由来人免疫グロブリン製剤
の処方本数は、ほぼ横ばいであると推定された。
製剤別に使用実態と年推移が異なることが明ら
かになったため、この予測値を原料血漿必要量
の推定に適用することとした。 

8. 2019～2025年の原料血漿必要量は、原料血漿１
ℓあたり免疫グロブリン製剤2.5gが２本生成でき
るものと仮定して、国内血漿由来人免疫グロブ
リン製剤別の処方状況をもとにした2019～
2025年の処方本数の予測値より推定した。血液
事業報告の免疫グロブリン製剤の供給量とNDB
算出値の差分を考慮し、人免疫グロブリン製剤
の予測値をもとに推定した原料血漿必要量、
2020年度960,158ℓ、2022年度966,893ℓ、2025
年度943,259ℓをLow予測とし、これを1.14倍し
た、2020年度1,094,580ℓ、2022年度1,102,258ℓ、
2025年度1,075,315 ℓをHigh予測とした。 

9. 海外血漿由来の人免疫グロブリン製剤の処方本
数は、2018年度97,462本に対して国内血漿由来
1,923,307本、国内自給率95.2%と高く、その処方
割合は少ないが、2013年に発売となったハイゼ
ントラの処方本数、患者数が年々増加傾向にあ
ることが明らかとなった。その適応疾患は「無又
は低ガンマグロブリン血症」のみであったが、
2019年3月には「慢性炎症性脱髄性多発根神経炎
の運動機能低下の進行抑制」が追加され、在宅自
己注射の利便性より今後さらに増える可能性が
考えられた。 

 
免疫グロブリン製剤は、2019年度以降も、ハイゼン

トラ「慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の運動機能低下
の進行抑制」、ピリヴィジェン、献血ベニロン-I「慢
性炎症性脱髄性多発根神経炎の筋力低下の改善」及び
「慢性炎症性脱髄性多発根神経炎の運動機能低下の
進行抑制」、献血ベニロン-I「視神経炎の急性期」、
献血ヴェノグロブリンIH「抗ドナー抗体陽性腎移植に
おける術前脱感作」が適用となり、今後も適用拡大の
可能性があるため、将来予測をアップデートする必要
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がある。また、さらなる実態解析のためには、免疫グ
ロブリン製剤が処方された要因となる疾患を特定す
る必要があるが、レセプトデータには医療費請求のた
めのフェイクの情報が含まれている可能性があるた
めそれを取り除き、疾患を決定するアルゴリズムを検
討する必要があると考えられた。 

 
E．結論 
 

本研究では、2012～2018年度のNDBデータより国
内血漿由来人免疫グロブリン製剤別に男女・年齢5階
級別にみた人免疫グロブリン製剤全体に占める患者
数の割合、患者一人当たりの処方本数を算出し、それ
を線形モデルに当てはめて、2019～2025年度の処方
本数（2.5g換算）を推定した結果、2019年度1,886,269
本、2020年度1,920,316本、2021年度1,935,212本、
2022年度1,933,786本、2023年度1,918,422本、2024年
度1,891,543本、2025年度1,886,519本と推定された。
また、本推定値より原料血漿１ℓあたり免疫グロブリ
ン製剤2.5gが２本生成できるものと仮定し、2019～
2025年度の原料血漿必要量を推定した結果、2020年
度960,158ℓ、2022年度966,893ℓ、2025年度943,259 
ℓ（Low予測）、2020年度1,094,580ℓ、2022年度
1,102,258ℓ、2025年度1,075,315ℓ（High予測）と推
定された。 

この原料血漿の推定値は、本研究班の「献血の需要
と供給の将来推計」の将来推計に使用した。「献血の
需要と供給の将来推計」は厚生労働省の血液事業にお
ける献血推進にかかる新たな中期目標「献血推進
2025」の基礎資料として適用された。 
 
Ｆ．健康危険情報 

特になし。 
 

Ｇ．研究発表 
1. 論文発表 
2. 学会発表 

今年度の発表はなし。 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 

特になし。 
 

64




